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はじめに

　昨今、社会はますます複雑になり、一分野の専門知識だけでは対応しきれ

なくなってきています。社会に出てから、学生時代にもう少し他の分野につ

いて学んでおけばよかったという後悔や、意外と全く関係のなさそうな分野

の考え方によって問題のブレイクスルーを得るといった状況が増えてくるも

のです。そう考えると、せっかく色々な学部・研究科・センターがある総合

大学に在籍しているのに、自分の専門分野しか学ばないのは、もったいない

と思いませんか。

　本学では、平成 23年度より、【知のジムナスティックス（高度教養プログ

ラム）】と称し、各学部・研究科・センターから、「社会に出るにあたり自分

の専門分野を問わず必要となるような内容を含む科目」や、「他学部・他研究

科の学生が履修することが推奨される科目」を選出し、プログラム科目とし

ています。科目一覧を参照して、自分の興味のある分野の専門的な授業を受

けてみてはいかがでしょうか。単に知識を得るためには、入門的な共通教育

科目を受けてみるという手段もありますが、この機会を利用して各部局の専

門的な内容を学び、自分とは異なる専門知識を持つ学生と交流してみること

をおすすめします。

　冊子内に詳述しますが、このプログラムには修了要件などは設定していま

せん。どれを取らなければならない、というような肩肘を張らずに、自分が

興味のある科目を、自由に履修してください。



　本学では、学際融合教育（学部・研究科の枠にとらわれない教育）として、「知のジムナスティックス（高度教養

プログラム）」以外に、「副専攻プログラム」・「高度副プログラム」を提供しています。

プログラム
 知のジムナスティックス

（高度教養プログラム）
［科目履修］

大学院副専攻プログラム 
 ［プログラム履修］

大学院等高度副プログラム 
［プログラム履修］ 

目的及び概要

他の専門分野の科目及び共通的に学
ぶべき科目を履修することにより、
社会人として必要なつよさ・しなや
かさ・バランス感覚を兼ね備えた知
性を養う。
履修内容は、自分の所属部局以外の
科目の中から、個人の必要性に応じ、
自分でコーディネートする。

自分の専攻に関連する、あるいは専
攻以外の分野内容を、主専攻に準
ずるレベルで体系的に学ぶことによ
り、複眼的視野と学際的・俯瞰的な
視点を獲得するプログラム。
プログラムは複数あり、そのルール
に則って履修する。高度副プログラ
ムより修了要件単位数が多い。

自分の専攻に関連する、あるいはそ
れ以外の分野の内容を体系的に学ぶ
ことにより、複眼的視野と学際的・
俯瞰的な視点を獲得するプログラ
ム。
プログラムは複数あり、そのルール
に則って履修する。副専攻プログラ
ムより修了要件単位数が少ない。

対 象

◦全学 3 年次以上の学部学生
◦大学院学生

（科目等履修生・特別聴講学生を
除く）

◦大学院学生
（科目等履修生・特別聴講学生を

除く）

・大学院学生
・�一部プログラムは 6 年制課程の学

部（医学部・歯学部・薬学部）の
5、6 年次学生

（科目等履修生・特別聴講学生を
除く）

提　供　数
（平成 30年度）

374 科目 13 プログラム 38 プログラム

履 修 者 数
（平成 29年度）

344 名（学部学生）
868 名（大学院学生）

111 名 499 名

プログラム
開 始 申 請

不要（科目履修登録のみ） 必要（プログラム申請と科目履修登
録）

必要（プログラム申請と科目履修登
録）

要 件 単 位

あり（14 単位以上）
＊�14 単位以上の一貫した専門性をもつ

内容から構成されており、所属する研
究科の修了要件単位と 7 単位までは重
なっていてもかまわない。

あり（8 単位以上）
＊�8 単位以上のまとまった内容から構成

されており、所属する研究科・学部の
修了・卒業要件単位と 4 単位までは重
なっていてもかまわない。

修了認定証
発行なし（成績証明書に「知のジム
ナスティックス（高度教養プログラ
ム）」科目である旨を記載）

発行あり
（総長とプログラム実施部局長との

連名による発行）

発行あり
（総長とプログラム実施部局長との

連名による発行）

専攻の修了と
プログラム
と の 関 係

研究科
修了要件単位
（30単位*）

知のジムナスティックス
（高度教養プログラム）科目

（修了要件外単位）

専攻の修了
＊博士前期課程の場合

研究科
修了要件単位

（30単位*）

専攻の修了

当該プログラムの
ための単位

7単位以上

副専攻プログラム
修了要件単位
（14単位以上）

副専攻プログラム 修了
＊博士前期課程の場合

研究科
修了要件単位

（30単位*）

専攻の修了

4単位以上

高度副プログラム
修了要件単位

（8単位以上）

高度副プログラム 修了
＊博士前期課程の場合

当該プログラムの
ための単位

　なお、「副専攻プログラム」、「高度副プログラム」の構成科目の中には、同時に「知のジムナスティックス（高度

教養プログラム）」として全学に提供している科目もあります。
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知のジムナスティックス
　（高度教養プログラム）について

■ １ ■  趣　旨

　大阪大学では、平成 23年度から、「一定の専門知識を身につけ、（職業人あるいは研究者として）社会
にまもなく出て行く学生に対して、専門教育以外に必要とされる知識や能力を与える教育」として、全学
の 3 年次以上の学部学生及び大学院学生を対象とした、「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」
を提供しています。

知のジムナスティックスとは
“ ジムナスティックス ” には体操の意味だけではなく、鍛錬という意味があります。

このプログラムは、“ 社会人 ” として必要な “ つよさ・しなやかさ・バランス感覚 ” を兼ね備えた知性の涵養を目的とし

ています。他の専門分野と切り結ぶことによって、今もっている自分の専門知を、もう一歩社会につながる知に発展

させましょう。

せっかく阪大で学ぶのだから
大阪大学は多数の学部・研究科と研究所やセンターからなる総合大学です。提供している教育プログラムや科目も多

様かつ膨大です。せっかく大阪大学で学ぶのですから、この教育環境を最大限利用してみませんか。

学部・研究科を超えた学びを
本プログラムで重視しているのは、学部・研究科を超えた学びです。一つには、自らの専門とは異なる知の領域に触

れること、もう一つは、学部・研究科の異なる学生の協働による学びを経験することです。

全学の開講科目から精選
本プログラムは、大阪大学で開講されている科目から、高度教養教育にふさわしい科目を精選して提供するものです。

総合大学ならではの多様な科目から、学生一人ひとりが “ つよさ・しなやかさ・バランス感覚 ” を兼ね備えた知性の涵

養のためのプログラムを自主的に設計してください。

■ ２ ■  履修対象者

　3年次以上の学部学生及び大学院学生（科目等履修生・特別聴講学生を除く）

■ ３ ■  プログラムの構成及び修得単位の認定について

■�知のジムナスティックス（高度教養プログラム）授業科目一覧のうち、原則として所属している学部・
研究科以外の部局が開講している科目を履修した場合に、プログラムの単位として認定し、成績証明書
に「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目である旨記載します。

■�プログラムには修了に必要な単位数の設定はありません。知のジムナスティックス（高度教養プログラ
ム）授業科目一覧の中から一人ひとりの希望や計画にしたがって自由に科目を選択し、独自のプログラ
ムを設計してください。

■�高度教養となる科目の多くは他学部・研究科の科目ですので、修得した単位は原則卒業・修了要件では
ありませんが、学部・研究科によっては、その単位を卒業・修了要件単位として算入できる場合があり
ます。詳細な条件・手続は、所属する学部・研究科の教務担当係で確認してください。
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■ ４ ■  科目選択の指針

　科目内容に応じて、以下の四種類のキーワードが付してあります。
　一つの科目に複数のキーワードが付してある場合もあります。履修する科目を選択する際に利用してく
ださい。

▶「世界を舞台に活動する」	 ▶キーワード：「世界」
グローバル化した社会のなかで、自らの専門性を活かすために必要な知識やスキルの習得のための科目です。

▶「異分野の融合を社会に演出する」	 ▶キーワード：「異分野」
学問分野の境目が流動化した現代において、分野を超えた知の交流を実現するために必要な知識やスキルの

習得のための科目です。

▶「成熟した市民社会を創る」	 ▶キーワード：「成熟」
少数の専門家がすべてを決定する社会から、多様な背景をもつ市民によって運営される社会に移行しつつあ

る現代において、自らの専門性を市民とともに生かすために必要な知識やスキルの習得のための科目です。

▶「タフな知性で社会を輝かせる」	 ▶キーワード：「タフ」
多様な背景をもつ人々と協働することが求められる社会において、異なる知の領域に触れ、驚き、学ぶこと

を通じて自らの専門性の意義を問い直すための科目です。

■ ５ ■  プログラムの申請及び科目の履修手続について

◦ �プログラム開始のための申請手続は必要ありません。
◦ �「受講科目一覧」に掲載されている科目を履修登録するだけで知のジムナスティックス（高度教養プロ
グラム）を開始できます。

◦ �所属する学部・研究科で設定している各学期の履修登録期間と、受講希望科目の開講学部・研究科の
履修登録期間が重なる期間に、履修登録を行ってください。

◦ �人数制限がある科目については、必ず登録前に授業担当教員から履修の許可を得てください。
◦ �「注意事項等」には履修条件等も記載されていますので、よく読んでください。

■ ６ ■  プログラム科目のシラバスについて

　プログラム科目のシラバスは、KOANのシラバスを検索又は科目の開講部局が発行する冊子等を参照し
てください。

■ ７ ■  プログラム科目の成績について

　プログラムとして修得した単位の科目については、3．に記載のとおり、成績証明書等に当該科目が「知
のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目であることを記載します。

■ ８ ■  休講等の通知について

　授業の休講やプログラムに関する通知等の連絡は、原則、KOAN掲示板により行います。
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春～夏学期

春～夏学期

通年

春～夏学期

春～夏学期

月 2…

月 3

月 5

火 2

火 2

20C209

20C201

20C405

20C311

20C217

市川　明

三宅　祥雄

市川　明

石割　隆喜

大庭　幸男

実践芸術論講義

アート・メディア史講義

アート・メディア論修了研究演習

言語生成論Ⅰ演習

文学テクスト論Ⅱ演習

KOAN における
　プログラム科目の取扱について
「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目は、KOANからも検索することができます。

　「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」に該当する科目であれば、履修画面には以下のように
高度教養のアイコン（… …）が表示され、単位を修得すれば、成績証明書には「科目名＋＜高度教養＞」と
表示されるようになります。

＊…読替科目等、一部の科目において＜高度教養＞と表示されない場合がありますので、所属の教務担当係
にお申し出下さい。

時間割コードを入力する画面から、
時間割コードを検索する画面へ移る
ことができます。

検索する科目のカテゴリに「知のジム
ナスティックス科目」があり、プログ
ラム科目を検索することもできます。

科目を検索すると、検索結果の「高度
教養」列に「知のジムナスティックス
科目」である科目に○が表示されます。

科　　　　目　　　　名 単位
修得年

度
評語

　　 ■必修

　保健統計学 2 2018 S
　健康相談論 2 2018 C
　　 ■他学科・専攻・教免等科目

81022論概学科療医　 B
　総合科目Ⅲ＜高度教養＞ 2 2018 合
　アート・メディア史講義＜高度教養＞ 2 2018 S
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科　　　　目　　　　名 単位
修得年

度
評語

　　 ■必修

　保健統計学 2 2018 S
　健康相談論 2 2018 C
　　 ■他学科・専攻・教免等科目

81022論概学科療医　 B
　総合科目Ⅲ＜高度教養＞ 2 2018 合
　アート・メディア史講義＜高度教養＞ 2 2018 S

手続に関するまとめ
知のジムナスティックス（高度教養プログラム）は……
◦プログラム科目の履修登録により開始できます。
◦プログラムに修了要件はなく、各自の興味・関心で履修を計画していくものです。

履修登録前のチェック項目
□	KOANでこの冊子の一覧表に掲載されている科目を履修登録すること。
	 （KOANの時間割コード検索機能でもプログラム科目を検索することができます。）

□	�履修登録は、所属している学部・研究科の履修登録期間と、受講希望科目の開講学部・
研究科の履修登録期間が重なる期間に行うこと。

□	�授業科目一覧に人数制限が記載されている場合は、必ず登録前に授業担当教員から履修
の許可を得て履修登録を行うこと。

□	�注意事項等に履修条件等が記載されているので、よく読むこと。
□	�科目の内容は、別途KOANや部局が発行するシラバスを確認すること。

プログラムの開始～単位認定までの流れ

K
O
A
N
で「
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
目
の
履
修
登
録
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
の
履
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
の
単
位
を

修
得

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
と
し
て

認
定

履修画面 成績証明書
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な

る
知

の
領

域
に

触
れ

、
驚

き
、

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
て

自
ら

の
専

門
性

の
意

義
を

問
い

直
す

た
め

の
科

目
で

す
。

N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

1
00

10
51

科
学

史
・

科
学

論
講

義

文
学

部

2
春

～
夏

火
・
5

○
○

20
名

程
度

分
野

を
超

え
た「

知
識

」の
あ

り
方

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。授
業

は
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

主
軸

に
進

め
ま

す
。理

系
の

学
生

に
も

積
極

的
に

参
加

し
て

も
ら

え
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

2
00

22
12

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
研

究
の

理
論

と
方

法
）

2
春

～
夏

水
・
2

○
○

20
名

程
度

世
界

史
の

全
体

像
を

概
観

し
た

い
学

生
に

は
共

通
教

育「
市

民
の

た
め

の
世

界
史

」を
、歴

史
学

と
い

う
学

問
を

概
観

し
た

い
学

生
に

は
こ

の
科

目
と「

歴
史

学
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」を
勧

め
て

い
ま

す
。

3
00

24
31

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
A
）

2
春

～
夏

木
・
3

○
○

10
名

程
度

日
本

史
、東

洋
史

、西
洋

史
、日

本
学

、経
済

史
、国

際
政

治
学

、東
ア

ジ
ア

地
域

研
究

な
ど

の
既

成
の

区
分

を
越

え
新

し
い

歴
史

学
方

法
論

を
考

え
る

。将
来

、大
学

院
に

進
学

し
て

、さ
ら

に
研

究
を

続
け

よ
う

と
い

う
意

欲
を

有
す

る
学

部
生（

3-
4
年

生
）
の

た
め

に
、
高

度
な

大
学

院
の

入
門

講
義

を
開

放
す

る
試

み
で

あ
る

。

4
00

B0
04

人
文

学
と

社
会

講
義

2
春

～
夏

木
・
1

○
○

15
名

程
度

人
文

学
と

社
会

の
関

係
を

様
々

な
視

点
か

ら
考

察
し

、こ
の

学
の

社
会

的
な

意
義

や
応

用
を

検
討

し
ま

す
。講

義
は

文
学

研
究

科
文

化
動

態
論

専
攻

の
教

員
に

よ
る

リ
レ

ー
形

式
で

実
施

さ
れ

ま
す

。毎
回

の
授

業
で

小
テ

ス
ト

が
行

わ
れ

る
か

、ま
た

は
、後

日
提

出
す

る
小

レ
ポ

ー
ト

が
課

せ
ら

れ
ま

す
。

5
00

10
50

科
学

史
・

科
学

論
講

義
2

秋
～

冬
水
・
5

○
○

20
名

程
度

技
術

と
は

な
に

か
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。授

業
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
主

軸
に

進
め

ま
す

。理
系

の
学

生
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

6
00

24
32

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
B）

2
秋

～
冬

木
・
3

○
○

10
名

程
度

日
本

史
、東

洋
史

、西
洋

史
、日

本
学

、経
済

史
、国

際
政

治
学

、東
ア

ジ
ア

地
域

研
究

な
ど

の
既

成
の

区
分

を
越

え
新

し
い

歴
史

学
方

法
論

を
考

え
る

。将
来

、大
学

院
に

進
学

し
て

、さ
ら

に
研

究
を

続
け

よ
う

と
い

う
意

欲
を

有
す

る
学

部
生（

3-
4
年

生
）
の

た
め

に
、
高

度
な

大
学

院
の

入
門

講
義

を
開

放
す

る
試

み
で

あ
る

。

7
00

42
39

国
語

機
能

論
講

義
2

秋
～

冬
木
・
4

○
○

10
名

程
度

あ
な

た
は

手
話

に
つ

い
て

ど
の

く
ら

い
知

っ
て

い
ま

す
か

。
日

本
で

、「
手

話
」
と

い
う

名
称

で
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

取
り

上
げ

ら
れ

る
も

の
に

は
、大

き
く

分
け

て「
手

指
言

語（
日

本
語

対
応

手
話

）」
と「

日
本

手
話

」の
2
種

類
が

あ
り

、後
者

は
音

声
日

本
語

と
ま

っ
た

く
同

等
な「

自
然

言
語

」で
あ

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

。こ
の

講
義

で
は

、日
本

手
話

に
ま

つ
わ

る
さ

ま
ざ

ま
な

話
題

を
、多

彩
な

講
師

を
招

い
て

紹
介

し
て

い
き

ま
す

。受
講

希
望

者
多

数
の

場
合

は
選

抜
を

行
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

8
00

10
44

現
代

哲
学

演
習

2
秋

～
冬

火
・
4

○
○

10
名

程
度

科
学

知
・

専
門

知
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、「

無
知

」を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
考

え
ま

す
。授

業
で

は
英

語
で

書
か

れ
た

文
献

を
購

読
し

ま
す

。理
系

の
学

生
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

9
02

01
41

知
的

財
産

法
1

法
学

部

2
春

～
夏

木
・
3

○
○

30
名

程
度

知
的

財
産

法
、特

に
特

許
法

に
関

心
が

あ
れ

ば
、法

律
の

こ
と

を
全

く
知

ら
な

い
方

で
も

、歓
迎

し
ま

す
。

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

10
02

02
95

特
別

講
義

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

技
術

と
法

規
制

）
2

秋
～

冬
水
・
4

○
○

5
名

程
度

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

11
02

02
78

特
別

講
義

（
実

践
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
）

2
春

～
夏

水
・
6

○
○

○
○

グ
ロ

ー
バ

ル
な

公
共

的
問

題
、企

業
活

動
に

か
か

わ
る

公
共

的
問

題
へ

の
理

解
を

深
め

つ
つ

、ゲ
ス

ト
と

の
対

話
を

通
じ

て
こ

れ
ら

の
課

題
解

決
に

必
要

な
考

え
方

と
方

法
を

身
に

つ
け

る

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

「
３
年
次
以
上
の
学
部
学
生
」
及
び
「
大
学
院
学
生
」
対
象
科
目

5



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

12
02

02
86

特
別

講
義

（
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

デ
ザ

イ
ン

）

法
学

部

2
春

～
夏

火
・

3
○

○
○

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

ア
イ

デ
ィ

ア
の

出
し

方
か

ら
ま

と
め

方
ま

で
を

学
ぶ

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

13
02

06
24

特
別

講
義

（
ネ

ゴ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
）

2
春

～
夏

集
中

○
○

○
○

合
意

形
成

の
実

践
的

練
習

を
行

う

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

14
02

02
77

特
別

講
義

（
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

）
2

秋
～

冬
水

・
6

○
○

○
○

考
え

方
と

方
法

・
ス

キ
ル

を
応

用
し

て
授

業
創

造
に

取
り

組
み

、
課

外
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

含
む

さ
ら

な
る

応
用

に
取

り
組

む

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

15
02

06
61

特
別

講
義

（
経

営
者

と
語

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
2

秋
～

冬
木

・
4

○
○

○
○

企
業

活
動

に
か

か
わ

る
公

共
的

問
題

へ
の

理
解

を
深

め
つ

つ
、ゲ

ス
ト

と
の

対
話

を
通

じ
て

こ
れ

ら
の

課
題

解
決

に
必

要
な

考
え

方
と

方
法

を
身

に
つ

け
る

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

16
02

62
02

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン

2
秋

～
冬

集
中

○
○

○
○

合
意

形
成

の
実

践
的

練
習

を
行

う

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

17
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

語
学

）a
（

豊
）

外
国

語
学

部

1
春

～
夏

－
○

若
干

名

・
�外

国
語

学
部

生（
兼

修
語

学
と

し
て

）を
優

先
し

、続
い

て
学

部
3、

4
年

次
生

を
優

先
す

る
。（

3
年

次
生

、大
学

院
学

生
も

受
講

可
）

※
�履

修
条

件
と

し
て

TO
EF

L-
IT

P
な

ど
の

点
数（

ス
コ

ア
提

出
）

を
要

す
る

た
め

、詳
細

は
外

国
語

学
部

窓
口

ま
た

は
KO

AN
の

掲
示

で
確

認
す

る
こ

と
。

・
�複

数
の

ク
ラ

ス
が

開
講

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、授
業

内
容

、曜
日

・
時

限
、担

当
教

員
に

つ
い

て
は

、シ
ラ

バ
ス

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

・
�（

豊
） と

記
載

さ
れ

て
い

る
科

目
は

、豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

さ
れ

る
ク

ラ
ス

も
あ

り
ま

す
。

＊
兼

修
語

学（
中

級
）

・
外

国
語

運
用

能
力

18
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

文
化

）a
（

豊
）

1
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

19
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

文
学

）a
（

豊
）

1
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

20
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）a（

豊
）

1
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

21
留

意
事

項
等

参
照

英
語

会
話

 Ⅰ
a（

豊
）

2
春

～
夏

－
○

若
干

名

＊
兼

修
語

学（
上

級
）

・
外

国
語

運
用

能
力

22
留

意
事

項
等

参
照

英
語

会
話

 Ⅱ
a

2
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

23
留

意
事

項
等

参
照

英
語

学
 Ⅰ

a（
豊

）
2

春
～

夏
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

24
留

意
事

項
等

参
照

英
語

学
 Ⅱ

a
2

春
～

夏
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

25
留

意
事

項
等

参
照

英
語

作
文

 Ⅰ
a（

豊
）

2
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

26
留

意
事

項
等

参
照

英
語

作
文

 Ⅱ
a

2
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

27
留

意
事

項
等

参
照

英
文

学
 Ⅰ

a
2

春
～

夏
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

28
留

意
事

項
等

参
照

英
文

学
 Ⅱ

a
2

春
～

夏
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

29
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化

 Ⅲ
a（

豊
）

2
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

30
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化

 Ⅳ
a（

豊
）

2
春

～
夏

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

31
10

13
50

英
米

文
化

 Ⅴ
a

2
春

～
夏

金
・

4
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

32
10

13
52

英
米

文
化

 Ⅵ
a

2
春

～
夏

月
・

5
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

33
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化
Ⅰ

a
2

春
～

夏
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

6



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

34
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化
Ⅱ

a

外
国

語
学

部

2
春

～
夏

－
○

若
干

名

・
�外

国
語

学
部

生（
兼

修
語

学
と

し
て

）を
優

先
し

、続
い

て
学

部
3、

4
年

次
生

を
優

先
す

る
。（

2
年

次
生

、大
学

院
学

生
も

受
講

可
）

※
�履

修
条

件
と

し
て

TO
EF

L-
IT

P
な

ど
の

点
数（

ス
コ

ア
提

出
）

を
要

す
る

た
め

、詳
細

は
外

国
語

学
部

窓
口

ま
た

は
KO

AN
の

掲
示

で
確

認
す

る
こ

と
。

・
�複

数
の

ク
ラ

ス
が

開
講

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、授
業

内
容

、曜
日

・
時

限
、担

当
教

員
に

つ
い

て
は

、シ
ラ

バ
ス

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

・
�（

豊
）と

記
載

さ
れ

て
い

る
科

目
は

、豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

さ
れ

る
ク

ラ
ス

も
あ

り
ま

す
。

＊
兼

修
語

学（
上

級
）

・
外

国
語

運
用

能
力

35
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

語
学

）b
（

豊
）

1
秋

～
冬

－
○

若
干

名

＊
兼

修
語

学（
中

級
）

・
外

国
語

運
用

能
力

36
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

文
化

）b
（

豊
）

1
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

37
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

文
学

）b
（

豊
）

1
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

38
留

意
事

項
等

参
照

英
語（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）b（

豊
）

1
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

39
留

意
事

項
等

参
照

英
語

会
話

 Ⅰ
b（

豊
）

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名

＊
兼

修
語

学（
上

級
）

・
外

国
語

運
用

能
力

40
留

意
事

項
等

参
照

英
語

会
話

 Ⅱ
b

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

41
留

意
事

項
等

参
照

英
語

学
 Ⅰ

b（
豊

）
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

42
留

意
事

項
等

参
照

英
語

学
 Ⅱ

b
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

43
留

意
事

項
等

参
照

英
語

作
文

 Ⅰ
b（

豊
）

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

44
留

意
事

項
等

参
照

英
語

作
文

 Ⅱ
b

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

45
留

意
事

項
等

参
照

英
文

学
 Ⅰ

b
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

46
留

意
事

項
等

参
照

英
文

学
 Ⅱ

b
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

47
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化

 Ⅲ
b（

豊
）

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

48
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化

 Ⅳ
b（

豊
）

2
秋

～
冬

－
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

49
10

13
51

英
米

文
化

 Ⅴ
b

2
秋

～
冬

金
・

4
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

50
10

13
53

英
米

文
化

 Ⅵ
b

2
秋

～
冬

月
・

5
○

若
干

名
・

外
国

語
運

用
能

力

51
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化
Ⅰ

b
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

52
留

意
事

項
等

参
照

英
米

文
化
Ⅱ

b
2

秋
～

冬
－

○
若

干
名

・
外

国
語

運
用

能
力

53
14

21
42

医
用

工
学

医
学

部
保

健
学

科

1
秋

～
冬

火
・

3
○

○
5

名
程

度
講

義
内

容
の

理
解

に
は

、基
本

的
な

解
剖

学
、生

理
学

な
ど

の
医

学
の

知
識

が
必

要
で

す
。

54
14

24
09

精
神

保
健

学
1

冬
火

・
2

○
○

3
名

程
度

55
14

24
28

医
療

情
報

学
1

秋
火

・
3

○
○

2
名

程
度

56
08

40
30

総
合

科
目
Ⅲ

工
学

部
2

春
～

夏
木

・
5

○
○

講
義

室
の

定
員

ま
で

57
3B

11
01

対
話

術
A（

哲
学

対
話

入
門

）
CO

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

2
春

月
・

4-
5

○

難
し

い
本

を
読

む
こ

と
だ

け
が

哲
学

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

日
々

の
些

細
な

出
来

事
や

感
じ

方
を

、他
人

と
と

も
に

丁
寧

に
こ

と
ば

に
す

る
こ

と
か

ら
、哲

学
の

探
究

を
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

話
す

・
聴

く
、問

う
・

考
え

る
、と

い
う

ご
く

基
本

的
な

営
み

を
他

の
受

講
者

と
と

も
に

積
み

重
ね

、同
じ

こ
と

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、自
分

と
い

う
も

の
が

変
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
じ

っ
く

り
味

わ
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
�議

論
と

は
異

っ
た

、と
も

に
考

え
と

も
に

探
究

す
る

態
度

7



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

58
3B

11
03

対
話

術
C

（
演

劇
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

2
春

～
夏

木
・

3
○

○
○

○

・
�い

わ
ゆ

る「
演

劇
」を

や
ら

せ
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、気
楽

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。日

頃
触

れ
る

機
会

の
少

な
い

舞
台

芸
術

に
も

25
00

年
の

隠
さ

れ
た

叡
智

が
あ

り
ま

す
。そ

の
一

端
に

触
れ

て
、「

表
現

」や
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」の

問
題

の
本

質
に

迫
る

体
験

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
�並

行
し

て
、ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

礎
的

な
講

義
も

行
い

ま
す

。文
化

政
策

な
ど

に
関

心
の

あ
る

方
た

ち
も

ぜ
ひ

受
講

し
て

く
だ

さ
い

・
� 芸

術
や

感
性

に
つ

い
て

論
理

的
に

語
る

能
力

や
分

析
力

。
・

人
生

の
不

条
理

と
向

き
合

う
力

。
・

芸
術

文
化

を
政

策
と

し
て

構
想

す
る

能
力

。
・

�異
な

る
文

化
的

な
背

景
を

持
っ

た
人

と
の

合
意

形
成

能
力

。
・

�文
化

に
よ

る
社

会
包

摂
や

観
光

文
化

政
策

な
ど

新
し

い
概

念
に

つ
い

て
の

リ
テ

ラ
シ

ー

59
3B

11
08

対
話

術
E

（
地

域
対

話
法

）
2

夏
集

中
○

○

ま
ち

づ
く

り
、行

政
の

現
場

、ビ
ジ

ネ
ス

の
場

面
で

多
様

な
対

話
課

題
を

抱
え

る
社

会
人

と
一

緒
に

、ま
ち

づ
く

り
対

話
の

実
際

と
実

践
を

学
ぶ

の
で

、公
務

員
・

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
・

教
員

志
望

の
方

の
み

な
ら

ず
、「

公
」的

な
議

論
に

関
心

を
持

つ
高

度
職

業
人

を
め

ざ
す

皆
さ

ん
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

60
3B

11
09

対
話

術
F

（
大

人
の

た
め

の
知

の
理

論
＝

TO
K）

2
夏

火
・

6-
7

○

・
�人

文
社

会
科

学
の

み
な

ら
ず

理
工

学
や

医
歯

薬
保

健
な

ど
、

ど
の

よ
う

な
学

生
で

も
歓

迎
で

す
。知

の
理

論
＝

TO
K

に
興

味
あ

る
人

は
、授

業
内

に
お

け
る

自
由

討
論

の
な

か
で

、教
師

や
院

生
同

僚
と

楽
し

く
話

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
・

�日
本

語
と

英
語

の
基

本
的

な
読

み
書

き
能

力
の

ほ
か

に
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
能

力
が

必
要

で
す

。

・
知

の
理

論
の

基
礎

・
高

度
教

養
教

育
の

根
幹

的
な

知
の

技
・

真
の

意
味

で
の

高
度

汎
用

性
の

あ
る

知
性

の
当

夜

61
3B

12
01

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
入

門
A

1
春

火
・

5
○

・
�文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す（

「
科

学
技

術
」

の
問

題
へ

人
文

社
会

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

が
重

要
で

す
）。

・
�科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
は

、「
異

分
野

間
」の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

す
。

異
な

る
学

部
、研

究
科

の
思

考
に

接
し

て
み

た
い

と
考

え
る

学
生

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

62
3B

12
08

リ
テ

ラ
シ

ー
A

（
多

文
化

サ
ポ

ー
ト

概
論
Ⅰ

）
2

春
～

夏
火

・
5

○
○

・
�と

も
に

多
言

語
多

文
化

の
有

為
な

人
財

を
目

指
そ

う
！

・
�母

語
能

力
も

学
習

外
国

語
運

用
能

力
も

in
te

ra
ct

iv
e 

co
m

pe
te

nc
e

を
身

に
付

け
る

こ
と

を
心

掛
け

ま
し

ょ
う

。
方

法
論

は
授

業
中

に
解

説
し

ま
す

。
そ

れ
な

く
し

て
今

流
行

り
の

ア
ク

テ
ィ

ヴ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
は

有
り

得
な

い
で

す
。ま

た
大

学
設

置
基

準
に

則
し

て
予

復
習

時
間

を
確

保
し

ま
し

ょ
う

。こ
の

二
つ

を
実

現
す

る
だ

け
で

効
果

は
確

実
に「

見
え

る
化

」し
ま

す
。

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

対
応

す
る

外
国

語
学

習
の

In
te

ra
ct

iv
e 

Co
m

pe
te

nc
e

を
身

に
付

け
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
多

面
的

に
伝

授
し

ま
す

。こ
の

能
力

を
身

に
付

け
て

tr
an

sn
at

io
na

lな
舞

台
に

立
と

う
！

63
3B

12
11

リ
テ

ラ
シ

ー
C

（
地

域
再

生
の

た
め

の
情

報
活

用
法

）
2

春
～

夏
集

中
○

受
講

生
の

皆
さ

ん
に

は
、地

域
の

中
に

生
き

る
市

民
と

し
て

、あ
る

い
は

地
域

に
向

き
合

う（
学

部
や

大
学

院
で

学
ん

で
い

る
専

門
的

知
識

を
有

す
る

）汎
用

力
を

持
っ

た
専

門
的

職
業

人
と

し
て

将
来

に
こ

の
講

義
を

ど
う

生
か

す
の

か
を

常
に

考
え

な
が

ら
受

講
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

・
調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

64
3B

12
12

リ
テ

ラ
シ

ー
D

（
映

画
で

学
ぶ

社
会

の
見

方
）

2
春

～
夏

隔
週

金
・

4-
5

○

・
文

系
理

系
の

区
別

は
問

い
ま

せ
ん

。
・

�映
画

を
観

た
後

に
、解

説
と

意
見

交
換

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
す

。積
極

的
な

発
言

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
・

映
画

監
督

な
ど

の
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
の

招
へ

い
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

・
一

回
三

時
間

の
授

業
に

な
り

ま
す

。長
丁

場
に

な
る

こ
と

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

・
�登

場
人

物
や

出
来

事
の

背
景

に
あ

る
社

会
の

在
り

方
に

関
心

を
払

い
、そ

れ
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
�見

た
も

の
を

通
し

て
自

分
の

考
え

を
述

べ
た

り
、質

問
し

た
り

、自
分

の
意

見
を

良
い

方
向

に
修

正
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

�社
会

の
な

か
で

何
が

問
題

な
の

か
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

65
3B

12
13

リ
テ

ラ
シ

ー
E

（
地

球
市

民
の

健
康

管
理
Ⅰ

）
2

春
～

夏
火

・
4

○
○

・
と

も
に

多
言

語
多

文
化

の
有

為
な

人
財

を
目

指
そ

う
！

・
�学

習
外

国
語

運
用

能
力

の
in

te
ra

ct
iv

e 
co

m
pe

te
nc

e
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

心
掛

け
ま

し
ょ

う
。ま

た
大

学
設

置
基

準
に

則
し

て
予

復
習

時
間

を
確

保
し

ま
し

ょ
う

。こ
れ

を
実

現
す

る
だ

け
で

効
果

は
確

実
に「

見
え

る
化

」し
ま

す
。

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
学

習
法

を
通

じ
て

、グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

対
応

す
る

G
lo

ba
l P

ub
lic

 H
ea

lth
 C

ar
e

に
関

す
る

、外
国

語
学

習
の

In
te

ra
ct

iv
e 

Co
m

pe
te

nc
e

を
身

に
付

け
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
具

体
的

に
伝

授
し

ま
す

。こ
の

能
力

を
身

に
付

け
た

あ
な

た
を

、
日

本
だ

け
で

な
く

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

は
期

待
し

て
い

ま
す

。

66
3B

12
15

リ
テ

ラ
シ

ー
G

（
人

文
社

会
系

の
た

め
の

研
究

倫
理

入
門

）
2

春
火

・
6-

7
○

○

・
�人

文
社

会
科

学
の

み
な

ら
ず

理
工

学
や

医
歯

薬
保

健
な

ど
、

ど
の

よ
う

な
学

生
で

も
歓

迎
で

す
。研

究
倫

理
に

興
味

あ
る

人
は

、授
業

内
に

お
け

る
自

由
討

論
の

な
か

で
、教

師
や

院
生

同
僚

と
楽

し
く

話
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

・
�日

本
語

と
英

語
の

基
本

的
な

読
み

書
き

能
力

の
ほ

か
に

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

能
力

が
必

要
で

す
。

・
倫

理
学

の
基

礎
・

研
究

倫
理

・
真

の
意

味
で

の
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー

67
3B

12
16

特
殊

講
義

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
：

 
コ

ン
セ

プ
ト

編
）

1
春

火
・

6
○

○
○

・
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

�社
会

課
題

の
発

見
・

解
決

方
法

に
関

心
が

あ
り

、チ
ー

ム
で

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

�本
講

義
後

に
は

、
科

目「
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ベ

ノ
ー

シ
ョ

ン
B」

、「
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ベ

ノ
ー

シ
ョ

ン
C

」の
履

修
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

68
3B

12
17

特
殊

講
義

（
D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n:
 

Ex
pl

or
in

g 
Co

nc
ep

ts
 a

nd
 

Ap
pr

oa
ch

es
）

1
春

火
・

5
○

○
○

* 
W

e 
ex

pe
ct

 a
nd

 w
el

co
m

e 
st

ud
en

ts
 fr

om
 v

ar
io

us
 fi

el
ds

, w
ho

 a
re

 in
te

re
st

ed
 in

 
di

sc
ov

er
in

g 
an

d 
so

lv
in

g 
so

ci
al

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
w

ho
 a

re
 m

ot
iv

at
ed

 t
o 

w
or

k 
on

 t
he

 
pr

oj
ec

t t
o 

so
lv

e 
th

e 
pr

ob
le

m
 w

ith
 th

e 
te

am
.

* 
Re

co
m

m
en

de
d 

to
 ta

ke
 c

ou
rs

es
 "D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n 
B"

 a
nd

 "C
."

* 
Le

ct
ur

e 
w

ill
 b

e 
gi

ve
n 

in
 E

ng
lis

h

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

外
国

語
運

用
能

力

69
3B

12
18

特
別

講
義

（
国

際
開

発
政

策
・

評
価

論
）

2
春

水
・

2-
3

○
○

・
数

理
的

思
考

能
力（

統
計

ス
キ

ル
・

デ
ー

タ
処

理
）

・
�調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー（

情
報

収
集

能
力

・
情

報
技

術
活

用
・

学
習

方
法

の
学

習
）

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

70
3B

13
01

身
体

表
現

術
1

夏
集

中
○

こ
の

授
業

は
思

考
と

い
う

行
為

を
頭

脳
だ

け
で

な
く

身
体

を
通

し
て

、
主

に
コ

ン
テ

ン
ポ

ラ
リ

ー
ダ

ン
ス

の
手

法
を

通
し

て
考

察
し

、新
た

な
身

振
り

、身
体

の
在

り
方

を
他

者
と

の
関

わ
り

中
か

ら
模

索
し

ま
す

。
 ダ

ン
ス

経
験

の
有

無
は

特
に

関
係

あ
り

ま
せ

ん
し

、特
定

の
ダ

ン
ス

テ
ク

ニ
ッ

ク
を

身
に

つ
け

る
授

業
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。

・
表

現
の

な
か

に
創

造
性

を
見

い
だ

す

8



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

71
3B

13
03

感
性

表
現

術
B

（
創

作
ワ

ー
ク

シ
ョ

プ
／

音
楽

）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

1
夏

集
中

○

創
作

は
、芸

術
表

現
に

限
ら

ず
、社

会
生

活
の

す
べ

て
に

お
い

て
不

可
欠

な
活

動
の

一
つ

で
す

。
創

作
活

動
に

お
い

て
、

得
意

不
得

意
は

大
き

な
壁

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

各
人

の「
で

き
る

こ
と

」
を

互
い

に
発

見
し

、
ひ

と
つ〈

か
た

ち
〉

に
す

る
こ

と
は

、
学

術
研

究
や

そ
の

他
の

社
会

生
活

で
の

協
働

作
業

に
役

立
つ

は
ず

で
す

。音
楽

の
好

き
嫌

い
、楽

器
が

で
き

る
で

き
な

い
は

一
切

関
係

あ
り

ま
せ

ん
。ど

な
た

で
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
く

だ
さ

い
。

・
表

現
の

な
か

に
創

造
性

を
見

い
だ

す
・

自
己

と
他

者
の

あ
い

だ
の

つ
な

が
り

を
感

じ
る

72
3B

13
05

感
性

表
現

術
D

（
メ

デ
ィ

ア
デ

ザ
イ

ン
）

2
春

～
夏

木
・

6
○

映
像

表
現

の
鑑

賞
と

制
作

を
中

心
に

授
業

は
進

め
ら

れ
ま

す
が

、映
像

制
作

の
技

術
的

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

こ
と

が
目

的
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 専

門
を

問
わ

ず
、受

講
者

自
身

が
思

考
の

過
程

を
記

録
し

、表
現

す
る

メ
デ

ィ
ア

と
し

て
映

像
を

ど
の

よ
う

に
活

用
す

る
の

か
と

い
う

実
践

的
課

題
に

取
り

組
み

ま
す

。自
ら

の
表

現
手

法
と

し
て

の
映

像
メ

デ
ィ

ア
に

つ
い

て
考

え
た

い
学

生
に

履
修

を
勧

め
ま

す
。

・
表

現
の

な
か

に
創

造
性

を
見

い
だ

す

73
3B

13
07

表
現

術
B

（
芸

術
と

社
会

包
摂

）
2

春
～

夏
火

・
4

○
○

想
定

外
の

ア
ー

ト
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。ア
ー

ト
の

ほ
か

、コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、社
会

正
義

、ア
ジ

ア
な

ど
に

関
心

の
あ

る
学

生
に

は
受

講
を

勧
め

ま
す

。本
授

業
は

座
学

が
中

心
と

な
り

ま
す

が
、可

能
で

あ
れ

ば
、秋

・
冬

学
期

に
課

外
活

動
的

に「
実

践
」に

挑
戦

で
き

れ
ば

と
思

っ
て

い
ま

す
。最

終
試

験
は

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
と

な
り

ま
す

が
、途

中
で

小
レ

ポ
ー

ト
が

課
さ

れ
ま

す
。1

〜
2

度
、授

業
時

間
外

に
現

場
訪

問
を

行
う

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

・
�想

定
外

の
事

態
に

対
し

て
創

造
的

な
解

決
を

行
う

能
力

・
�既

成
観

念
に

と
ら

わ
れ

ず
、独

創
的

思
考

を
高

め
る

能
力

・
自

己
評

価
能

力

74
3B

13
08

表
現

術
C

（
ZI

N
Eを

発
行

す
る

）
2

春
～

夏
金

・
6

○
・

文
系

理
系

の
区

別
は

問
い

ま
せ

ん
。

・
�授

業
で

教
え

る
こ

と
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

あ
り

ま
せ

ん
。教

員
は

、学
生

た
ち

が
自

分
た

ち
で

積
極

的
に

製
作

し
て

い
く

過
程

で
、適

宜
指

導
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
て

い
く

形
で

関
わ

り
ま

す
。

・
�チ

ー
ム

で
活

動
し

、時
間

や
意

見
を

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

�イ
ン

タ
ヴ

ュ
ー

や
質

疑
応

答
な

ど
で

的
確

で
適

切
な

質
問

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
�他

者
が

何
に

価
値

を
置

く
の

か
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
事

前
準

備
や

下
調

べ
の

重
要

性
を

理
解

で
き

る
。

75
3B

14
01

訪
問

術
A

（
質

的
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

A
）

2
春

月
・

6-
7

○
○

関
連

授
業

と
し

て
、質

的
研

究
を

通
し

て
制

作
さ

れ
た

エ
ス

ノ
グ

ラ
フ

ィ
ー

を
読

ん
で

ゆ
く「

質
的

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
B」

と
い

う
授

業
が

あ
り

、ま
た

質
的

研
究

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、批
判

的
に

と
ら

え
な

お
す「

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
の

理
論

と
実

践
」が

あ
り

ま
す

。

・
�質

的
研

究
の

エ
ッ

セ
ン

ス
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
・

積
極

的
な

参
加

を
通

し
て

議
論

を
構

築
で

き
る

能
力

76
3B

14
03

訪
問

術
C

（
フ

ィ
ー

ル
ド

交
流

実
践

論
）

2
春

集
中

○

・
�多

様
な

専
攻

、
学

部
生

・
院

生
、

社
会

人
と

と
も

に
風

土
、

道
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
学

び
、語

り
合

う
。

・
�宗

教
教

的
自

由
を

確
保

し
、文

化
シ

ス
テ

ム
と

し
て

お
遍

路
を

活
用

す
る

。学
生

傷
害

保
険

の
加

入
、家

族
の

承
諾

を
必

須
と

す
る

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
す

ぐ
に

役
に

立
た

な
い

こ
と

に
も

取
り

組
む

能
力

77
3B

14
04

訪
問

術
E

（
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
・

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

2
夏

月
・

4-
5

○
○

「
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
」と

は
特

別
な

他
者

の
こ

と
で

は
な

く
、誰

し
も

そ
こ

に
置

か
れ

う
る

社
会

的
境

遇
を

指
し

ま
す

。
さ

ま
ざ

ま
な

ゲ
ス

ト
か

ら
の

問
題

提
起

を
受

け
て

話
し

あ
っ

て
み

た
り

、
じ

っ
さ

い
に

あ
る

場
所

を「
訪

問
」

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

特
別

な
知

識
、

経
験

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。

・
他

者
を

理
解

し
、多

様
性

を
尊

重
し

て
対

話
す

る

78
3B

14
05

訪
問

術
B

（
体

験
型

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ズ

ム
入

門
）

2
夏

月
・

6-
7

○
○

○

・
�医

歯
薬

保
健

の
み

な
ら

ず
理

工
学

や
人

文
社

会
科

学
ど

の
よ

う
な

学
生

で
も

歓
迎

で
す

。
メ

ア
リ

ー
・

ロ
ー

チ
そ

の
人

や
作

品
に

興
味

あ
る

人
は

、
授

業
内

に
お

け
る

自
由

討
論

の
な

か
で

、教
師

や
院

生
同

僚
と

楽
し

く
話

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
・

日
本

語
と

英
語

の
基

本
的

な
読

み
書

き
能

力
が

必
要

で
す

。

・
話

題
作

を
読

み
解

く
能

力
・

感
性

に
訴

え
て

表
現

す
る

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

79
3B

15
04

協
働

術
D

（
ま

ち
づ

く
り

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）

2
春

～
夏

集
中

○

・
�ま

ち
づ

く
り

は
、文

系
理

系
を

問
わ

ず
多

様
な

分
野

に
関

わ
る

も
の

で
す

。ま
た

講
義

に
お

い
て

様
々

な
視

点
を

持
つ

学
生

か
ら

の
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

で
視

野
を

広
げ

る
こ

と
を

意
図

し
て

い
ま

す
。多

様
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

�日
頃

か
ら

ま
ち

に
関

心
を

持
ち

、ま
ち

を
歩

き
、な

ぜ
現

在
の

状
況

と
な

っ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

考
え

、調
べ

る
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

・
�社

会
的

な
課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

様
々

な
現

象
を

分
析

・
評

価
し

、表
現

す
る

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力

80
3B

15
09

協
働

術
A

（
ネ

オ
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

の
探

究
）

2
夏

木
・

6-
7

○
○

関
連

授
業

と
し

て
、質

的
研

究
の

理
論

を
じ

っ
く

り
学

ぶ「
質

的
研

究
の

デ
ザ

イ
ン

A
」と

い
う

授
業

が
あ

り
ま

す
。

・
�ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

が
な

ん
で

あ
る

か
と

い
う

こ
と

が
わ

か
る

・
積

極
的

な
参

加
を

通
し

て
議

論
を

構
築

で
き

る
能

力

81
3B

15
10

協
働

術
E

（
地

域
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

2
春

～
夏

水
・

6
な

ど
○

・
�能

勢
電

鉄
、自

治
体

、官
民

連
携

な
ど

、多
様

な
専

門
家

と
連

携
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。専
門

家
と

現
場

で
語

り
合

い
、地

域
の

方
に

公
開

し
て

発
表

会
を

行
い

ま
す

。
・

交
通

費
は

自
弁

で
す

。学
生

傷
害

保
険

に
入

っ
て

い
る

こ
と

が
必

須
で

す
。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

�異
な

る
専

門
分

野
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力

82
3B

15
12

協
働

術
G

（
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
）

2
春

～
夏

金
・

3
○

・
�文

系
理

系
を

問
わ

ず
日

本
の

農
村

や
地

域
交

流
、

学
問

の
実

践
に

関
心

の
あ

る
方

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

・
�フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
へ

の
参

加
が

必
須

に
な

り
ま

す
。

第
一

回
目

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
は

必
ず

出
席

す
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

・
学

問
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

市
民

と
し

て
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力

83
3B

15
13

協
働

術
H

（
表

現
の

場
を

作
る

）
2

春
～

夏
集

中
○

文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

初
回

の
講

義
は

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

し
ま

す
が

、そ
の

後
は

学
外

で
開

講
し

ま
す

。
基

本
的

に
金

・
土

・
日

・
祝

日
に

開
講

日
を

設
定

す
る

予
定

で
す

。
開

講
日

に
は

で
き

る
限

り
他

の
予

定
を

入
れ

ず
、授

業
に

出
席

し
て

く
だ

さ
い

。

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力

84
3B

15
14

医
療

協
働

術
（

サ
イ

コ
オ

ン
コ

ロ
ジ

ー
と

健
康

心
理

学
）

2
春

～
夏

集
中

○
○

医
療

分
野

で
の

実
戦

経
験

の
あ

る
受

講
者

と
医

療
分

野
の

問
題

に
触

れ
て

み
た

い
と

い
う

分
野

外
の

受
講

者
が

一
緒

に
学

ぶ
こ

と
で

経
験

と
新

た
な

視
点

が
融

合
す

る
異

分
野

融
合

型
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ス

タ
イ

ル
の

授
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。医

療
領

域
に

関
す

る
専

門
的

内
容

を
含

む
授

業
で

す
が

、学
び

へ
の

意
欲

が
あ

れ
ば

受
講

可
能

で
す

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

�リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

も
っ

て
積

極
的

に
行

動
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

85
3B

15
15

特
殊

講
義

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
：

ツ
ー

ル
編

）
1

夏
火

・
6

○
○

○

・
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

�社
会

課
題

の
発

見
・

解
決

方
法

に
関

心
が

あ
り

、チ
ー

ム
で

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

本
講

義
後

に
は

、科
目「

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ベ
ノ

ー
シ

ョ
ン

C
」の

履
修

を
お

す
す

め
し

ま
す

。

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

9



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

86
3B

15
16

特
殊

講
義

（
D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n:
 

Ch
oo

sin
g 

To
ol

s a
nd

 M
et

ho
ds

）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

1
夏

火
・

5
○

○
○

* 
W

e 
ex

pe
ct

 a
nd

 w
el

co
m

e 
st

ud
en

ts
 fr

om
 v

ar
io

us
 fi

el
ds

, w
ho

 a
re

 in
te

re
st

ed
 in

 
di

sc
ov

er
in

g 
an

d 
so

lv
in

g 
so

ci
al

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
w

ho
 a

re
 m

ot
iv

at
ed

 t
o 

w
or

k 
on

 t
he

 
pr

oj
ec

t t
o 

so
lv

e 
th

e 
pr

ob
le

m
 w

ith
 th

e 
te

am
.

* 
Le

ct
ur

e 
w

ill
 b

e 
gi

ve
n 

in
 E

ng
lis

h

・
� 課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

87
3B

15
17

特
別

講
義

A
（

Sc
ie

nc
e,

 T
ec

hn
ol

og
y 

an
d 

So
ci

et
y）

1
夏

木
・

5
○

○

St
ud

en
ts

 f
ro

m
 a

ll 
d

is
ci

p
lin

ar
y 

b
ac

kg
ro

un
d

s,
 i

nc
lu

d
in

g
 n

at
ur

al
 a

nd
 s

oc
ia

l 
sc

ie
nc

es
, h

um
an

iti
es

, e
ng

in
ee

rin
g 

an
d 

m
ed

ic
in

e,
 a

re
 w

el
co

m
e.

 T
he

 c
ou

rs
e 

w
ill

 
be

 c
on

du
ct

ed
 p

rim
ar

ily
 in

 E
ng

lis
h.

 In
te

re
st

ed
 s

tu
de

nt
s 

w
ith

 li
m

ite
d 

En
gl

is
h 

p
ro

fic
ie

nc
y 

ar
e 

en
co

ur
ag

ed
 t

o 
co

nt
ac

t 
th

e 
co

ur
se

 i
ns

tr
uc

to
r 

p
ri

or
 t

o 
th

e 
re

gi
st

ra
tio

n.

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

88
3B

17
03

科
学

史
・

科
学

哲
学

入
門

1
夏

木
・

4
○

○
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

議
論

を
分

析
・

評
価

す
る

能
力

89
3B

17
04

科
学

技
術

社
会

論
入

門
1

春
木

・
4

○
○

文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

学
問

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

能
力

90
3B

11
02

対
話

術
B

（
哲

学
対

話
進

行
法

）
2

秋
月

・
4-

5
○

難
し

い
本

を
読

む
こ

と
だ

け
が

哲
学

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。日

々
の

些
細

な
出

来
事

や
感

じ
方

を
、

他
人

と
と

も
に

丁
寧

に
こ

と
ば

に
す

る
こ

と
か

ら
、哲

学
の

探
究

を
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。こ

の
授

業
は

、対
話

術
A

を
受

講
し

て
、じ

ぶ
ん

で
対

話
を

す
す

め
て

い
き

た
い

と
い

う
方

の
た

め
に

開
講

さ
れ

ま
す

。

・
�議

論
と

は
異

っ
た

、と
も

に
考

え
と

も
に

探
究

す
る

態
度

91
3B

11
04

対
話

術
D（

対
話

型
ま

ち
づ

く
り

術
）

2
秋

～
冬

月
・

2
○

毎
回

45
分

の
説

明
と

、4
5

分
の

多
様

な
対

話
、相

互
意

見
交

換
で

授
業

を
す

す
め

ま
す

。濃
密

な
対

話
型

授
業

の
た

め
、

自
然

と
、

自
分

な
り

の
対

話
法

、
聞

き
方

、
話

し
方

の
基

礎
が

身
に

つ
き

ま
す

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力

92
3B

11
05

特
別

講
義

C
（

M
od

er
at

io
n 

fo
r M

ac
hi

zu
ku

ri）
1

秋
木

・
6

○
○

○
・

文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

・
異

な
る

立
場

を
“つ

な
ぐ

”こ
と

に
関

心
の

あ
る

学
生

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

・
講

義
は

原
則

と
し

て
英

語
で

行
い

ま
す

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力

93
3B

11
06

対
話

術
特

論
A

（
当

事
者

と
の

対
話

）
2

冬
月

・
4-

5
○

対
話

術
A

と
B

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
を

基
本

と
し

ま
す

が
、当

事
者

と
の

対
話

に
真

摯
に

取
り

組
み

た
い

方
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
�議

論
と

は
異

っ
た

、と
も

に
考

え
と

も
に

探
究

す
る

態
度

・
ケ

ア
的

・
共

感
的

に
考

え
る

94
3B

11
07

対
話

術
C

（
演

劇
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

○
○

・
�い

わ
ゆ

る「
演

劇
」を

や
ら

せ
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、気
楽

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。

　
�日

頃
触

れ
る

機
会

の
少

な
い

舞
台

芸
術

に
も

25
00

年
の

隠
さ

れ
た

叡
智

が
あ

り
ま

す
。そ

の
一

端
に

触
れ

て
、「

表
現

」や
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」の

問
題

の
本

質
に

迫
る

体
験

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
�並

行
し

て
、ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

礎
的

な
講

義
も

行
い

ま
す

。文
化

政
策

な
ど

に
関

心
の

あ
る

方
た

ち
も

ぜ
ひ

受
講

し
て

く
だ

さ
い

。

・
�芸

術
や

感
性

に
つ

い
て

論
理

的
に

語
る

能
力

や
分

析
力

。
・

人
生

の
不

条
理

と
向

き
合

う
力

。
・

芸
術

文
化

を
政

策
と

し
て

構
想

す
る

能
力

。
・

�異
な

る
文

化
的

な
背

景
を

持
っ

た
人

と
の

合
意

形
成

能
力

。
・

�文
化

に
よ

る
社

会
包

摂
や

観
光

文
化

政
策

な
ど

新
し

い
概

念
に

つ
い

て
の

リ
テ

ラ
シ

ー

95
3B

12
02

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
入

門
B

1
冬

火
・

5
○

○

・
�文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す（

「
科

学
技

術
」

の
問

題
へ

人
文

社
会

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

が
重

要
で

す
）。

・
�特

に
、科

学
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る「

具
体

的
実

践
」に

興
味

が
あ

る
学

生
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

�な
お

、本
講

義
は

、科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
入

門
A

と
あ

わ
せ

て
履

修
す

る
こ

と
を

推
奨

し
ま

す
。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
学

問
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

96
3B

12
05

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
2

秋
～

冬
隔

週
木

・
5-

6
○

こ
の

講
義

は
、毎

回
、N

H
K

の
さ

ま
ざ

ま
な

職
種

に
携

わ
る

方
を

迎
え

て
進

め
ま

す
の

で
、放

送
現

場
の

リ
ア

ル
な

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
、放

送
の

今
と

未
来

、放
送

の
公

共
性

な
ど

幅
広

く
学

習
で

き
る

内
容

と
な

っ
て

い
ま

す
。放

送
や

マ
ス

コ
ミ

に
興

味
を

持
っ

て
い

る
学

生
、将

来
、放

送
業

界
に

携
わ

り
た

い
と

考
え

て
い

る
学

生
、映

像
メ

デ
ィ

ア
や

公
共

性
に

つ
い

て
考

え
た

い
学

生
に

履
修

を
勧

め
ま

す
。

・
市

民
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

能
力

97
3B

12
06

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

A
（

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ヴ
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

）
2

秋
～

冬
金

・
5

○

人
間

は
独

自
の

哲
学

や
思

想
を

表
現

す
る

た
め

に
、

こ
と

ば
と

表
現

を
変

形
し

、
文

体
を

創
造

し
て

き
ま

し
た

。論
文

作
成

や
レ

ポ
ー

ト
作

成
な

ど
の「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

」と
は

別
に

、多
様

な
文

章
表

現
に

触
れ

つ
つ

、み
ず

か
ら

書
く

こ
と

の
面

白
さ

を
知

り
、書

く
こ

と
に

よ
っ

て
ひ

と
と

つ
な

が
る

こ
と

を
経

験
し

て
み

ま
し

ょ
う

。理
系

文
系

を
問

わ
ず

、創
造

的
表

現
を

学
び

た
い

ひ
と

に
オ

ス
ス

メ
で

す
。

・
表

現
の

な
か

に
創

造
性

を
見

い
だ

す

98
3B

12
09

リ
テ

ラ
シ

ー
B

（
多

文
化

サ
ポ

ー
ト

概
論
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
火

・
5

○
○

・
と

も
に

多
言

語
多

文
化

の
有

為
な

人
財

を
目

指
そ

う
！

・
�母

語
能

力
も

学
習

外
国

語
運

用
能

力
も

in
te

ra
ct

iv
e 

co
m

pe
te

nc
e

を
身

に
付

け
る

こ
と

を
心

掛
け

ま
し

ょ
う

。
方

法
論

は
授

業
中

に
解

説
し

ま
す

。
そ

れ
な

く
し

て
今

流
行

り
の

ア
ク

テ
ィ

ヴ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
は

有
り

得
な

い
で

す
。ま

た
大

学
設

置
基

準
に

則
し

て
予

復
習

時
間

を
確

保
し

ま
し

ょ
う

。こ
の

二
つ

を
実

現
す

る
だ

け
で

効
果

は
確

実
に「

見
え

る
化

」し
ま

す
。

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
学

習
法

を
通

じ
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
対

応
す

る
外

国
語

学
習

の
In

te
ra

ct
iv

e 
Co

m
pe

te
nc

e
を

身
に

付
け

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

伝
授

し
ま

す
。

こ
の

能
力

を
身

に
付

け
た

あ
な

た
を

、
tr

an
sn

at
io

na
lな

世
界

は
待

ち
望

ん
で

い
ま

す
。

99
3B

12
14

リ
テ

ラ
シ

ー
F

（
地

球
市

民
の

健
康

管
理
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
火

・
4

○
○

・
と

も
に

多
言

語
多

文
化

の
有

為
な

人
財

を
目

指
そ

う
！

・
�学

習
外

国
語

運
用

能
力

の
in

te
ra

ct
iv

e 
co

m
pe

te
nc

e
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

心
掛

け
ま

し
ょ

う
。ま

た
大

学
設

置
基

準
に

則
し

て
予

復
習

時
間

を
確

保
し

ま
し

ょ
う

。こ
れ

を
実

現
す

る
だ

け
で

効
果

は
確

実
に「

見
え

る
化

」し
ま

す
。

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
学

習
法

を
通

じ
て

、グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

対
応

す
る

G
lo

ba
l P

ub
lic

 H
ea

lth
 C

ar
e

に
関

す
る

、外
国

語
学

習
の

In
te

ra
ct

iv
e 

Co
m

pe
te

nc
e

を
身

に
付

け
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
具

体
的

に
伝

授
し

ま
す

。こ
の

能
力

を
身

に
付

け
た

あ
な

た
を

、グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
は

期
待

し
て

い
ま

す
。

10
0

3B
13

02
感

性
表

現
術

A
（

創
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
プ

／
演

劇
）

1
冬

隔
週

木
・

6-
7

○
○

○
○

一
学

期
間

を
か

け
て

、グ
ル

ー
プ

で
15

分
ほ

ど
の

演
劇

を
創

り
実

演
す

る
と

い
う

講
座

で
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
思

い
の

外
、時

間
が

か
か

り
ま

す
が

、専
攻

を
超

え
て

多
く

の
他

者
と

出
会

う
機

会
と

な
り

ま
す

。他
で

は
得

が
た

い
経

験
を

保
証

し
ま

す
。

対
話

術
C（

演
劇

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
秋

・
冬

学
期

開
講

の
当

該
講

座
と

並
行

履
修

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。

・
人

生
の

不
条

理
と

向
き

合
う

力
。

・「
科

学
的

」「
論

理
的

」な
説

明
の

限
界

を
知

る
。

・
�芸

術
や

感
性

に
つ

い
て

論
理

的
に

語
る

能
力

や
分

析
力

・
�異

な
る

文
化

的
な

背
景

を
持

っ
た

人
と

の
合

意
形

成
能

力
・

�現
実

社
会

で
私

た
ち

を
悩

ま
す

複
雑

な
問

題
を

、よ
り

明
晰

に
捕

ら
え

る
能

力

10



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

10
1

3B
13

04
感

性
表

現
術

C
（

創
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
プ

／
ダ

ン
ス

）

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

1
秋

集
中

○

創
作

は
、芸

術
表

現
に

限
ら

ず
、社

会
生

活
の

す
べ

て
に

お
い

て
不

可
欠

な
活

動
の

一
つ

で
す

。
創

作
活

動
に

お
い

て
、得

意
不

得
意

は
大

き
な

壁
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。西
洋

的
な

ダ
ン

ス
表

現
と

は
異

な
り

、環
境

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
ト

と
し

、い
ろ

い
ろ

な
も

の
を

受
け

容
れ

、味
わ

う
こ

と
の

で
き

る
ア

ジ
ア

的
感

性
を

養
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。か
ら

だ
を

動
か

す
こ

と
が

苦
手

な
方

も
歓

迎
し

ま
す

。

・
表

現
の

な
か

に
創

造
性

を
見

い
だ

す
・

環
境

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
ト

す
る

10
2

3B
13

06
表

現
術

A
（

臨
床

記
号

論
）

2
秋

～
冬

金
・

3
○

○
・

文
系

理
系

の
区

別
は

問
い

ま
せ

ん
。

・
�講

義
を

三
分

の
一

、文
献

購
読

を
三

分
の

一
、ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

三
分

の
一

程
度

の
割

合
で

行
い

ま
す

。

・
�非

言
語

的
記

号
表

現
が

ど
う

機
能

す
る

か
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

�非
言

語
的

記
号

表
現

を
効

果
的

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
�他

者
の

生
活

世
界

へ
の

理
解

が
高

ま
り

、共
感

力
が

上
が

る
。

10
3

3B
15

02
協

働
術

B
（

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

・
セ

ミ
ナ

ー
）

2
秋

～
冬

金
・

6
○

○
「

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

」と
は

特
別

な
他

者
の

こ
と

で
は

な
く

、誰
し

も
そ

こ
に

置
か

れ
う

る
社

会
的

境
遇

を
指

し
ま

す
。さ

ま
ざ

ま
な

分
野

や
関

心
を

も
つ

ひ
と

た
ち

と
と

も
に

、こ
う

い
う

課
題

を
考

え
た

い
、と

い
う

意
欲

の
あ

る
受

講
者

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
�課

題
を

分
か

ち
あ

い
、と

も
に

変
革

に
向

か
う

た
め

の
基

本
姿

勢

10
4

3B
15

03
協

働
術

C
（

道
路

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
2

秋
～

冬
集

中
○

職
住

分
離

、高
度

分
業

化
、価

値
観

多
様

化
な

ど
か

ら
地

域
内

で
の

合
意

形
成

は
ま

す
ま

す
困

難
化

し
て

い
ま

す
。こ

の
た

め
、地

域
内

の
意

見
集

約
・

行
政

と
地

域
の

間
の

橋
渡

し
が

で
き

る
人

材
、

及
び

そ
の

際
の

熟
議

に
参

加
す

る
に

足
る「

市
民

」
の

育
成

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

行
政

で
活

躍
す

る
実

務
者

と
の

意
見

交
換

も
行

い
ま

す
。

公
務

員
志

望
の

方
の

み
な

ら
ず

、「
公

」
的

な
議

論
に

興
味

あ
る

皆
さ

ん
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能

10
5

3B
15

07
特

別
講

義
D

（
社

会
課

題
と

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
1）

1
秋

～
冬

集
中

○
○

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

10
6

3B
15

08
特

別
講

義
E

（
社

会
課

題
と

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
2）

1
秋

～
冬

集
中

○
○

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

� 課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

10
7

3B
15

11
特

別
講

義
F

（
景

観
保

全
と

自
治

）
1

冬
隔

週
木

・
6-

7
○

○
景

観
保

全
は

、住
環

境
な

ど
を

考
え

る
上

で
重

要
な

取
り

組
み

と
し

て
認

識
さ

れ
始

め
て

い
る

。
先

行
す

る
調

査
研

究
の

結
果

以
外

に
も

、皆
さ

ん
が

日
常

生
活

の
中

で
気

に
な

る
景

観
問

題
に

つ
い

て
も

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

・
�地

域
社

会
の

問
題

と
既

存
の

仕
組

み
と

の
接

点
を

理
解

す
る

能
力

・
課

題
解

決
の

方
策

を
見

出
す

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

10
8

3B
15

18
特

別
講

義
B

（
Cr

os
sin

g 
Bo

rd
er

s i
n 

H
ig

he
r 

Ed
uc

at
io

n 
an

d 
Re

se
ar

ch
）

1
秋

木
・

5
○

○

St
ud

en
ts

 fr
om

 a
ll 

di
sc

ip
lin

ar
y 

ba
ck

gr
ou

nd
s, 

in
cl

ud
in

g 
na

tu
ra

l a
nd

 s
oc

ia
l s

ci
en

ce
s, 

hu
m

an
it

ie
s,

 e
ng

in
ee

ri
ng

 a
nd

 m
ed

ic
in

e,
 a

re
 w

el
co

m
e.

 T
he

 c
ou

rs
e 

w
ill

 b
e 

co
nd

uc
te

d 
pr

im
ar

ily
 in

 E
ng

lis
h.

 In
te

re
st

ed
 st

ud
en

ts
 w

ith
 li

m
ite

d 
En

gl
ish

 p
ro

fic
ie

nc
y 

ar
e 

en
co

ur
ag

ed
 to

 c
on

ta
ct

 th
e 

co
ur

se
 in

st
ru

ct
or

 p
rio

r t
o 

th
e 

re
gi

st
ra

tio
n.

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

10
9

3B
16

04
科

学
技

術
と

公
共

政
策

A
1

秋
木

・
4

○
○

科
学

技
術

と
社

会
の

関
係

を
考

え
る

た
め

に
は

、公
共

政
策

と
は

何
か

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
こ

の
科

目
で

は
、

公
共

政
策

と
は

何
か

?、
そ

し
て

公
共

政
策

がど


の
よ

う
に

立
案

、
決

定
、

実
施

、
そ

し
て

評
価

さ
れ

る
か

を
学

び
ま

す
。「

科
学

技
術

と
公

共
政

策
B」

と
合

わ
せ

て
受

講
す

る
こ

と
を

お
勧

め
し

ま
す

。文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

・
政

策
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

議
論

を
構

築
す

る
能

力
・

調
査

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー

11
0

3B
16

05
科

学
技

術
と

公
共

政
策

B
1

冬
木

・
4

○
○

科
学

技
術

と
社

会
の

関
係

を
考

え
る

た
め

に
は

、公
共

政
策

と
は

何
か

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
す

。こ
の

科
目

で
は

、科
学

技
術

に
関

す
る

公
共

政
策

の
具

体
例

と
し

て
、宇

宙
政

策
や

日
本

の
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

な
ど

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。「
科

学
技

術
と

公
共

政
策

A
」と

合
わ

せ
て

受
講

す
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。

・
政

策
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

議
論

を
構

築
す

る
能

力
・

調
査

研
究

リ
テ

ラ
シ

ー

11
1

3B
17

01
G

lo
ba

l T
hr

ea
ts

 a
nd

 
Su

st
ai

na
bi

lit
y

2
秋

～
冬

木
・

3
○

○
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

か
ら

の
受

講
生

を
期

待
し

ま
す

。授
業

は
英

語
と

日
本

語
の

両
方

を
使

っ
て

行
い

ま
す

。

・
問

題
認

識
力

・
課

題
設

定
力

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

11
2

3B
17

05
科

学
技

術
と

社
会

特
論

A
1

秋
隔

週
水

・
5-

6
○

○
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
学

問
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

議
論

を
分

析
・

評
価

す
る

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

11
3

3B
17

06
科

学
技

術
と

社
会

特
論

B
1

冬
隔

週
水

・
5-

6
○

○
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
学

問
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

議
論

を
分

析
・

評
価

す
る

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

11
4

3B
17

07
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
C

（
実

践
編

）
2

秋
～

冬
集

中
○

○
○

・
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

�社
会

課
題

の
発

見
・

解
決

方
法

に
関

心
が

あ
り

、チ
ー

ム
で

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
� 課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
も

っ
て

積
極

的
に

行
動

す
る

能
力

11
5

3B
17

08
D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n 
C 

（
Pr

ac
tic

in
g 

Co
-c

re
at

io
n）

2
秋

～
冬

集
中

○
○

○

* 
W

e 
ex

pe
ct

 a
nd

 w
el

co
m

e 
st

ud
en

ts
 fr

om
 v

ar
io

us
 fi

el
ds

, w
ho

 a
re

 in
te

re
st

ed
 in

 
di

sc
ov

er
in

g 
an

d 
so

lv
in

g 
so

ci
al

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
w

ho
 a

re
 m

ot
iv

at
ed

 t
o 

w
or

k 
on

 t
he

 
pr

oj
ec

t t
o 

so
lv

e 
th

e 
pr

ob
le

m
 w

ith
 th

e 
te

am
.

* 
Le

ct
ur

e 
w

ill
 b

e 
gi

ve
n 

in
 E

ng
lis

h

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

11



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

11
6

13
13

33
英

語
上

級（
Re

ad
in

g
）

全
学

教
育

推
進

機
構

1
春

～
夏

金
・

5
○

若
干

名
学

部
3、

4
年

次
生

を
優

先
す

る
。（

大
学

院
学

生
は

定
員

に
空

き
が

あ
る

場
合

に
限

り
追

加
登

録
の

み
可

）（
1、

2
年

次
生

も
受

講
可

）

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

11
7

13
13

35
英

語
上

級（
W

rit
in

g
）

1
春

～
夏

月
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

11
8

13
35

13
ド

イ
ツ

語
上

級
1

春
～

夏
火

・
5

○
若

干
名

学
部

3、
4

年
次

生
を

優
先

す
る

。（
大

学
院

学
生

は
定

員
に

空
き

が
あ

る
場

合
に

限
り

追
加

登
録

の
み

可
）（

2
年

次
生

も
受

講
可

）

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

11
9

13
35

61
フ

ラ
ン

ス
語

上
級

1
春

～
夏

火
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

12
0

13
35

83
ロ

シ
ア

語
上

級
1

春
～

夏
火

・
5

○
若

干
名

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

12
1

13
36

11
中

国
語

上
級

1
春

～
夏

火
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

12
2

13
51

27
文

系
学

生
の

た
め

の
科

学
実

験
2

春
～

夏
水

・
4

○
40

名
＜

基
礎

教
養

科
目（

基
礎

教
養

2）
＞

実
験

室
の

収
容

人
数

に
限

度
が

あ
る

の
で

、人
数

が
40

名
を

超
え

た
場

合
は

抽
選

を
行

う
こ

と
も

あ
る

。学
部

学
生

を
優

先
す

る
。（

1、
2

年
次

生
も

受
講

可
）（

大
学

院
学

生
は

定
員

に
空

き
が

あ
る

場
合

に
限

り
追

加
登

録
の

み
可

）

12
3

13
52

20
共

生
社

会
と

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

2
春

～
夏

木
・

5
○

○
○

30
名

程
度

＜
先

端
教

養
科

目
＞

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
リ

ー
ダ

ー
1

級
資

格
取

得
に

向
け

た
講

義
内

容
。ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

第
3

ス
テ

ッ
プ

の
支

援
活

動
経

験
が

あ
る

者
は

教
員

の
方

で
追

加
履

修
登

録
を

受
け

付
け

る（
若

干
名

）。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
取

り
入

れ
な

が
ら

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

に
つ

い
て

学
ぶ

。

現
代

社
会

に
お

け
る

、真
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、障

が
い

を
は

じ
め

と
し

た
多

様
性

を
活

か
す

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

12
4

13
80

99
現

代
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
論

2
春

～
夏

月
・

5
○

＜
先

端
教

養
科

目
＞

学
部

・
大

学
院

と
も

に
全

学
年

が
受

講
可

能
で

す
。詳

細
は

シ
ラ

バ
ス

を
参

照
し

て
下

さ
い

。就
活

対
策

の
授

業
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、就

活
に

役
立

つ
内

容
も

含
ま

れ
て

い
ま

す
。社

会
に

出
る

前
に

キ
ャ

リ
ア（

生
き

方
・

働
き

方
）に

つ
い

て
学

ん
で

お
き

た
い

人
は

是
非

！

12
5

13
23

43
英

語
上

級（
Li

st
en

in
g

）
1

秋
～

冬
月

・
5

○
若

干
名

学
部

3、
4

年
次

生
を

優
先

す
る

。（
大

学
院

学
生

は
定

員
に

空
き

が
あ

る
場

合
に

限
り

追
加

登
録

の
み

可
）（

1、
2

年
次

生
も

受
講

可
）

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

12
6

13
23

45
英

語
上

級（
Sp

ea
ki

ng
）

1
秋

～
冬

金
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

12
7

13
44

59
ド

イ
ツ

語
上

級
1

秋
～

冬
火

・
5

○
若

干
名

学
部

3、
4

年
次

生
を

優
先

す
る

。（
大

学
院

学
生

は
定

員
に

空
き

が
あ

る
場

合
に

限
り

追
加

登
録

の
み

可
）（

2
年

次
生

も
受

講
可

）

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

12
8

13
45

35
フ

ラ
ン

ス
語

上
級

1
秋

～
冬

火
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

12
9

13
45

77
ロ

シ
ア

語
上

級
1

秋
～

冬
火

・
5

○
若

干
名

高
度

な
外

国
語

運
用

能
力

13
0

13
46

01
中

国
語

上
級

1
秋

～
冬

火
・

5
○

若
干

名
高

度
な

外
国

語
運

用
能

力

13
1

13
71

32
共

生
社

会
と

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

2
秋

～
冬

木
・

5
○

○
○

30
名

程
度

＜
先

端
教

養
科

目
＞

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
リ

ー
ダ

ー
1

級
資

格
取

得
に

向
け

た
講

義
内

容
。ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

第
3

ス
テ

ッ
プ

の
支

援
活

動
経

験
が

あ
る

者
は

教
員

の
方

で
追

加
履

修
登

録
を

受
け

付
け

る（
若

干
名

）。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
取

り
入

れ
な

が
ら

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

に
つ

い
て

学
ぶ

。

現
代

社
会

に
お

け
る

、真
の

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、障

が
い

を
は

じ
め

と
し

た
多

様
性

を
活

か
す

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

13
2

13
71

43
デ

ー
タ

科
学

に
よ

る
課

題
解

決
入

門
2

秋
～

冬
水

・
5

○
○

1
年

次
に

習
得

し
た

統
計

学
を

自
身

の
身

近
な

課
題

に
応

用
し

て
み

ま
せ

ん
か

。
本

講
義

で
は

実
践

重
視

で
課

題
解

決
の

方
法

論
を

学
び

ま
す

。
取

り
組

む
課

題
や

仮
説

の
立

案
、

収
集

デ
ー

タ
と

分
析

方
法

な
ど

、グ
ル

ー
プ

ご
と

に
統

計
の

習
得

状
況

に
応

じ
て

TA
と

教
員

で
指

導
し

ま
す

。今
、何

か
に

思
い

悩
ん

で
い

る
人

、数
学（

統
計

）は
自

分
に

は
関

係
な

い
と

思
っ

て
い

る
人

、
デ

ー
タ

科
学

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
役

に
立

つ
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
！

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

�異
な

る
専

門
分

野
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

数
理

的
思

考
能

力（
統

計
ス

キ
ル

・
デ

ー
タ

処
理

）
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

技
能

13
3

13
71

78
世

界
の

事
情

を
英

語
で

学
ぶ

 
中

級
編

2
冬

火
・

5
○

30
名

＜
国

際
教

養
科

目（
国

際
教

養
1）

＞
Th

is 
co

ur
se

 in
tr

od
uc

es
 y

ou
 to

 p
ol

iti
ca

l e
co

no
m

ic
s, 

a 
fie

ld
 o

f e
co

no
m

ic
s t

o 
st

ud
y 

w
hy

 a
 p

ar
tic

ul
ar

 p
ol

ic
y 

is 
ad

op
te

d 
or

 n
ot

 a
do

pt
ed

 b
y 

po
lit

ic
ia

ns
. W

e 
ap

pl
y 

its
 th

eo
re

tic
al

 fr
am

ew
or

k 
to

 u
nd

er
st

an
d 

va
rio

us
 p

ol
iti

ca
l a

nd
 

so
ci

o-
ec

on
om

ic
 e

pi
so

de
s a

cr
os

s t
he

 w
or

ld
. T

he
 c

ou
rs

e 
is 

10
0%

 in
 E

ng
lis

h.

1.
 T

he
 a

bi
lit

y 
to

 s
ee

 h
um

an
 s

oc
ie

tiy
 t

hr
ou

gh
 

a 
th

eo
re

tic
al

 f
ra

m
ew

or
k 

su
ch

 a
s 

ec
on

om
ic

s. 
2.

 T
he

 a
tt

itu
de

 t
o 

em
br

ac
e 

fa
ct

s 
an

d 
da

ta
 a

s 
ev

id
en

ce
 fo

r h
ow

 h
um

an
 so

ci
et

y 
w

or
ks

13
4

13
71

92
ア

ド
バ

ン
ス

ド
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

2
秋

～
冬

水
・

2
○

40
名

程
度

＜
情

報
処

理
教

育
科

目
＞

学
部

3、
4

年
次

生
の

受
講

を
優

先
す

る
。（

1、
2

年
次

生
、大

学
院

学
生

も
受

講
可

）

13
5

13
80

95
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

2
秋

～
冬

木
・

5
○

○
80

名
＜

先
端

教
養

科
目

＞
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

型
授

業
と

し
て

実
施

予
定

。
学

部
学

生
を

優
先

す
る

。（
1、

2
年

次
生

も
受

講
可

）（
大

学
院

学
生

は
定

員
に

空
き

が
あ

る
場

合
に

限
り

追
加

登
録

の
み

可
）

13
6

13
85

09
現

代
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
論

2
秋

～
冬

水
・

2
○

＜
先

端
教

養
科

目
＞

学
部

・
大

学
院

と
も

に
全

学
年

が
受

講
可

能
で

す
。

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
を

参
照

し
て

下
さ

い
。就

活
対

策
の

授
業

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、就
活

に
役

立
つ

内
容

も
含

ま
れ

て
い

ま
す

。社
会

に
出

る
前

に
キ

ャ
リ

ア（
生

き
方

・
働

き
方

）に
つ

い
て

学
ん

で
お

き
た

い
人

は
是

非
！

12



平
成

30
年

度
知

の
ジ

ム
ナ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

　（
高

度
教

養
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
授

業
科

目
一

覧
K

e
y

w
o

r
d

▶「
世

界
」

▶ 「
世
界
を
舞
台
に

活
動
す
る
」

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
た

社
会

の
な

か
で

、
自

ら
の

専
門

性
を

活
か

す
た

め
に

必
要

な
知

識
や

ス
キ

ル
の

習
得

の
た

め
の

科
目

で
す

。

▶「
異

分
野

」
▶ 「
異
分
野
の
融
合
を

社
会
に
演
出
す
る
」

学
問

分
野

の
境

目
が

流
動

化
し

た
現

代
に

お
い

て
、

分
野

を
超

え
た

知
の

交
流

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
や

ス
キ

ル
の

習
得

の
た

め
の

科
目

で
す

。

▶「
成

熟
」

▶ 「
成
熟
し
た
市
民
社
会
を
創
る
」

少
数

の
専

門
家

が
す

べ
て

を
決

定
す

る
社

会
か

ら
、

多
様

な
背

景
を

も
つ

市
民

に
よ

っ
て

運
営

さ
れ

る
社

会
に

移
行

し
つ

つ
あ

る
現

代
に

お
い

て
、

自
ら

の
専

門
性

を
市

民
と

と
も

に
生

か
す

た
め

に
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

の
習

得
の

た
め

の
科

目
で

す
。

▶「
タ

フ
」

▶ 「
タ
フ
な
知
性
で

社
会
を
輝
か
せ
る
」

多
様

な
背

景
を

も
つ

人
々

と
協

働
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
社

会
に

お
い

て
、

異
な

る
知

の
領

域
に

触
れ

、
驚

き
、

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
て

自
ら

の
専

門
性

の
意

義
を

問
い

直
す

た
め

の
科

目
で

す
。

N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

1
20

03
15

現
代

思
想

文
化

学
講

義

文
学

研
究

科

2
春

～
夏

火
・

5
○

○
20

名
程

度
分

野
を

超
え

た「
知

識
」の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。授

業
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
主

軸
に

進
め

ま
す

。理
系

の
学

生
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
20

15
23

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
A

）
2

春
～

夏
木

・
3

○
○

20
名

程
度

・
国

際
公

共
政

策
研

究
科

と
の

共
同

開
催

授
業

・
他

部
局

の
学

生
は

国
際

公
共

政
策

研
究

科
の

受
講

生
を

含
め

て
20

名
程

度

3
20

15
38

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
研

究
の

理
論

と
方

法
）

2
春

～
夏

水
・

2
○

○
10

名
程

度
世

界
史

の
全

体
像

を
概

観
し

た
い

学
生

に
は

共
通

教
育「

市
民

の
た

め
の

世
界

史
」を

、歴
史

学
と

い
う

学
問

を
概

観
し

た
い

学
生

に
は

こ
の

科
目

と「
歴

史
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
」を

勧
め

て
い

ま
す

。

4
20

C0
01

人
文

学
と

社
会

講
義

2
春

～
夏

木
・

1
○

○
5

名
程

度
人

文
学

と
社

会
の

関
係

を
様

々
な

視
点

か
ら

考
察

し
、こ

の
学

の
社

会
的

な
意

義
や

応
用

を
検

討
し

ま
す

。講
義

は
文

学
研

究
科

文
化

動
態

論
専

攻
の

教
員

に
よ

る
リ

レ
ー

形
式

で
実

施
さ

れ
ま

す
。毎

回
の

授
業

で
小

テ
ス

ト
が

行
わ

れ
る

か
、ま

た
は

、後
日

提
出

す
る

小
レ

ポ
ー

ト
が

課
せ

ら
れ

ま
す

。

5
20

C2
01

ア
ー

ト
・

メ
デ

ィ
ア

史
講

義
2

春
～

夏
月

・
4

○
○

10
名

程
度

6
20

C2
07

映
像

メ
デ

ィ
ア

論
講

義
2

春
～

夏
火

・
2

○
○

10
名

程
度

7
20

15
25

世
界

史
演

習
4

春
～

冬
通

年
○

○
5

名
程

度
開

講
日

に
つ

い
て

は
、シ

ラ
バ

ス
及

び
担

当
教

員
に

確
認

す
る

こ
と

。

8
20

C2
16

メ
デ

ィ
ア

論
B

演
習

2
秋

～
冬

木
・

4
○

○
5

名
程

度

9
20

03
11

現
代

思
想

文
化

学
演

習
2

秋
～

冬
火

・
4

○
○

10
名

程
度

科
学

知
・

専
門

知
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、「

無
知

」を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
考

え
ま

す
。授

業
で

は
英

語
で

書
か

れ
た

文
献

を
購

読
し

ま
す

。理
系

の
学

生
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

10
20

03
14

現
代

思
想

文
化

学
講

義
2

秋
～

冬
水

・
5

○
○

20
名

程
度

技
術

と
は

な
に

か
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。授

業
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
主

軸
に

進
め

ま
す

。理
系

の
学

生
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

11
20

15
24

歴
史

学
方

法
論

講
義

（
歴

史
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
B）

2
秋

～
冬

木
・

3
○

○
20

名
程

度
・

国
際

公
共

政
策

研
究

科
と

の
共

同
開

催
授

業
・

他
部

局
の

学
生

は
国

際
公

共
政

策
研

究
科

の
受

講
生

を
含

め
て

20
名

程
度

12
21

18
58

臨
床

死
生

学
・

老
年

行
動

学
特

講
Ⅰ

人
間

科
学

研
究

科

2
春

～
夏

木
・

1
○

○
10

名
程

度
こ

の
授

業
科

目
は

、
皆

さ
ん

の
教

養
の

み
な

ら
ず

、
思

考
力

や
実

行
力

さ
ら

に
は

人
間

力
を

高
め

、社
会

に
出

て
か

ら
も

き
っ

と
役

立
つ

も
の

に
な

る
は

ず
で

す
。

文
系

理
系

を
問

わ
ず

、
関

心
の

あ
る

学
生

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

13
21

11
74

比
較

社
会

学
特

講
2

春
～

夏
火

・
3

○
○

5
名

程
度

14
21

12
60

教
育

社
会

学
特

講
2

春
～

夏
水

・
2

○
○

5
名

程
度

「
大

学
院

学
生

」
対

象
科

目
（

学
部

学
生

は
履

修
で

き
ま

せ
ん

）
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

15
21

12
66

学
校

経
営

学
特

講

人
間

科
学

研
究

科

2
春

～
夏

月
・

2
○

○
5

名
程

度

こ
の

授
業

科
目

は
、

皆
さ

ん
の

教
養

の
み

な
ら

ず
、

思
考

力
や

実
行

力
さ

ら
に

は
人

間
力

を
高

め
、社

会
に

出
て

か
ら

も
き

っ
と

役
立

つ
も

の
に

な
る

は
ず

で
す

。
文

系
理

系
を

問
わ

ず
、

関
心

の
あ

る
学

生
の

受
講

を
歓

迎
し

ま
す

。

16
21

16
02

科
学

哲
学

特
定

演
習
Ⅰ

2
春

～
夏

水
・

4
○

○
10

名
程

度

17
21

17
18

現
象

学
的

な
質

的
研

究
特

講
2

春
～

夏
火

・
4

○
な

し

18
21

17
35

環
境

行
動

学
特

講
Ⅲ

2
春

～
夏

月
・

4
○

○
5

名
程

度

19
21

17
54

共
生

社
会

論
特

講
Ⅱ

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
6

名
程

度

20
21

18
01

多
文

化
共

生
学

特
講
Ⅰ

2
春

～
夏

木
・

2
○

○
7

名
程

度

21
21

18
08

地
域

創
生

論
特

講
Ⅰ

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
8

名
程

度

22
21

17
45

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

教
育

特
講（

A
）

2
秋

火
・

5-
6

○
○

9
名

程
度

こ
の

科
目

は
タ

ー
ム

型
科

目
で

す
。開

講
時

期
等

は
シ

ラ
バ

ス
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

23
21

05
58

基
礎

心
理

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

火
・

4
○

10
名

程
度

24
21

11
53

臨
床

死
生

学
・

老
年

行
動

学
特

講
Ⅱ（

A
）

2
秋

～
冬

木
・

1
○

○
10

名
程

度

25
21

16
75

安
全

行
動

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

水
・

4
○

○
10

名
程

度

26
21

17
19

科
学

技
術

と
文

化
特

講
2

春
～

夏
水

・
3

○
○

15
名

程
度

27
21

17
33

環
境

行
動

学
特

講
Ⅰ

2
秋

～
冬

水
・

3
○

○
20

名
程

度

28
21

17
34

環
境

行
動

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

月
・

4
○

○
5

名
程

度

29
21

17
95

国
際

協
力

学
特

講
Ⅱ

2
秋

～
冬

水
・

3
○

○
10

名
程

度
こ

の
授

業
は

英
語

で
行

い
ま

す
。

30
21

18
02

多
文

化
共

生
学

特
講
Ⅱ

2
秋

～
冬

水
・

2
○

○
5

名
程

度

31
21

18
59

安
全

行
動

学
特

講
Ⅰ

2
秋

～
冬

水
・

4
○

○
10

名
程

度

32
21

61
58

多
文

化
医

療
通

訳
概

論
2

集
中

○
○

5
名

程
度

33
21

17
94

国
際

協
力

学
特

講
Ⅰ

2
春

～
夏

水
・

3
○

○
12

名
程

度
こ

の
授

業
は

英
語

で
行

い
ま

す
。

34
22

04
09

法
政

策
学

法
学

研
究

科

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
5

名
程

度
政

策
科

学
に

関
心

を
持

つ
学

生
で

あ
る

こ
と

。
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

技
能

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力

35
22

04
76

総
合

演
習

（
実

践
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
）

2
春

～
夏

水
・

6
○

○
○

○
グ

ロ
ー

バ
ル

な
公

共
的

問
題

、企
業

活
動

に
か

か
わ

る
公

共
的

問
題

へ
の

理
解

を
深

め
つ

つ
、ゲ

ス
ト

と
の

対
話

を
通

じ
て

こ
れ

ら
の

課
題

解
決

に
必

要
な

考
え

方
と

方
法

を
身

に
つ

け
る

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

36
22

04
79

総
合

演
習

（
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

）
2

秋
～

冬
水

・
6

○
○

○
○

考
え

方
と

方
法

・
ス

キ
ル

を
応

用
し

て
授

業
創

造
に

取
り

組
み

、
課

外
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

含
む

さ
ら

な
る

応
用

に
取

り
組

む

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

37
22

05
47

総
合

演
習

（
経

営
者

と
語

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
2

秋
～

冬
木

・
4

○
○

○
○

企
業

活
動

に
か

か
わ

る
公

共
的

問
題

へ
の

理
解

を
深

め
つ

つ
、ゲ

ス
ト

と
の

対
話

を
通

じ
て

こ
れ

ら
の

課
題

解
決

に
必

要
な

考
え

方
と

方
法

を
身

に
つ

け
る

（
1）

�グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

2）
�リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
必

要
と

さ
れ

る
考

え
方

と
方

法
お

よ
び

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

38
23

21
10

ア
ジ

ア
企

業
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

経
済

学
研

究
科

2
春

～
夏

月
・

2
○

○
5

名
程

度
ア

ジ
ア

の
事

業
展

開
に

関
す

る
個

別
の

意
見

を
所

属
の

専
門

性
と

の
関

連
か

ら
求

め
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

39
24

12
02

先
端

的
研

究
法

：
X

線
結

晶
解

析
理

学
研

究
科

2
春

～
冬

集
中

○
講

義
と

実
習

と
で

構
成

さ
れ

る
講

義
で

す
。豊

中
キ

ャ
ン

パ
ス

2
割

、吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
8

割
の

割
合

で
講

義
と

実
習

を
配

置
し

て
い

ま
す

。理
工

系
以

外
か

ら
の

受
講

も
期

待
し

ま
す

。

40
25

05
06

疫
学

総
論

医
学

系
研

究
科

 
医

科
学

専
攻

2
春

～
夏

集
中

○
○

4
月

～
7

月
の（

水
）1

8:
00

～
20

:3
0（

予
定

）

・
�数

理
的

思
考

能
力（

統
計

ス
キ

ル
・

デ
ー

タ
処

理
）

・
�調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー（

情
報

収
集

能
力

・
情

報
技

術
活

用
・

学
習

方
法

の
学

習
）

・
�プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

41
25

05
07

疫
学

各
論

2
春

～
夏

集
中

○
○

8/
10

（
金

）～
12

（
日

） 
8:

50
～

17
:5

0（
予

定
）

・
�数

理
的

思
考

能
力（

統
計

ス
キ

ル
・

デ
ー

タ
処

理
）

・
�調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー（

情
報

収
集

能
力

・
情

報
技

術
活

用
・

学
習

方
法

の
学

習
）

・
�プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

�異
な

る
専

門
分

野
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

外
国

語
運

用
能

力

42
25

15
16

医
療

・
法

・
裁

判
Ⅰ

2
春

集
中

○
○

医
療

に
関

す
る

裁
判

・
法

を
理

解
す

る
た

め
に

、医
療

に
関

す
る

新
聞

記
事

、判
決

文
等

を
読

み
ま

す
。

講
義

は
、ソ

ク
ラ

テ
ス

メ
ソ

ッ
ド

で
行

い
ま

す
。

法
律

家
の

考
え

方
が

わ
か

る
法

律
家

の
考

え
方

を
身

に
着

け
る

こ
と

が
で

き
る

新
聞

等
で

医
療

裁
判

等
の

記
事

を
読

み
、内

容
を

よ
り

よ
く

理
解

で
き

る

43
25

15
18

行
動

医
学

・
健

康
科

学
2

春
集

中
○

○
特

に
な

し
本

講
義

は
、参

加
型

、体
験

型
の

講
義

を
目

指
す

た
め

、受
講

者
の

積
極

的
な

授
業

へ
の

参
加

が
望

ま
れ

る
。

行
動

医
学

・
健

康
科

学
の

知
識

及
び

そ
れ

を
ベ

ー
ス

に
し

た
健

康
教

育
技

法
の

取
得

、
健

康
教

室
の

運
営

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等

44
25

15
22

死
因

究
明

学
2

春
～

夏
集

中
○

○

「
死

因
究

明
学

」は
今

、創
造

の
過

程
に

あ
る

21
世

紀
型

の
新

し
い

学
問

領
域

で
す

。こ
の

科
目

で
は

そ
の

概
要

に
触

れ
ま

す
。一

般
的

に
は

、死
そ

の
も

の
は

す
べ

て
の

人
に

訪
れ

、そ
し

て
そ

の
人

の
終

焉
と

い
う

捉
え

方
を

し
て

お
り

、そ
の

死
に

と
も

な
う

儀
式

が
行

わ
れ

て
き

た
こ

と
は

周
知

の
こ

と
で

す
。し

か
し

な
が

ら
、2

1
世

紀
以

降
の

社
会

で
は

、そ
の

死
を

社
会

の
発

展
に

活
用

す
る

時
代

に
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
で

し
ょ

う
か

？
　

こ
の

講
義

で
は

「
死

因
」を

切
り

口
に

そ
の

情
報

が
私

た
ち

の
健

康
や

社
会

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
お

よ
ぼ

す
か

と
い

う
こ

と
を

テ
ー

マ
に

考
え

て
い

た
だ

き
ま

す
。

「
死

因
」

か
ら

社
会

的
な

活
用

と
発

展
を

考
え

る
思

考
が

養
わ

れ
ま

す
。そ

の
こ

と
は

社
会

が
総

苦
す

る
課

題
解

決
へ

の
糸

口
を

の
一

つ
を

身
に

付
け

ら
れ

ま
す

。

45
25

05
20

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

の
倫

理
と

公
共

政
策

学
2

春
～

夏
集

中
○

○
○

○
な

し
ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

解
析

や
iP

S細
胞

を
用

い
た

最
先

端
の

医
学

・
医

療
は

急
速

に
発

展
し

て
き

て
お

り
、

社
会

と
調

和
の

取
れ

た
形

で
進

展
す

る
た

め
に

は
、医

学
倫

理
や

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
に

対
す

る
取

り
組

み
が

重
要

に
な

り
ま

す
。こ

れ
ら

の
科

目
は

、そ
う

し
た

社
会

的
・

学
術

的
ニ

ー
ズ

を
背

景
に

、研
究

や
医

療
の

現
場

で
働

く
専

門
家

が
、医

学
倫

理
と

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

専
門

的
・

実
践

的
知

識
を

身
に

着
け

る
た

め
に

設
置

さ
れ

ま
し

た
。さ

ら
に

、医
学

倫
理

・
研

究
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
主

た
る

専
門

と
し

て
、将

来
、大

学
院

で
学

ぼ
う

と
考

え
て

い
る

人
々

が
、基

礎
知

識
を

取
得

し
、

自
ら

課
題

に
取

り
組

む
力

を
身

に
着

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
デ

ザ
イ

ン
さ

れ
て

い
ま

す
。

も
の

ご
と

を
俯

瞰
的

に
見

る
力

課
題

を
発

見
す

る
力

自
ら

課
題

に
取

り
組

む
力

46
25

05
51

医
療

倫
理

概
論

1
夏

集
中

○
○

○
な

し

47
25

05
52

医
学

研
究

倫
理

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

特
論

A
1

夏
集

中
○

○
○

な
し

48
25

15
01

経
済

学
・

経
営

学
の

基
礎

理
論

1
夏

集
中

○
○

主
に

医
療

職
の

方
々

向
け

の
授

業
内

容
で

す（
経

済
学

・
経

営
学

を
専

攻
す

る
院

生
向

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）

医
療

に
ま

つ
わ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

、希
少

資
源

の
最

適
配

分
等

の
経

済
学

・
経

営
学

の
基

本
的

な
視

点
で

分
析

・
議

論
が

で
き

る

49
25

15
02

医
療

経
済

・
経

営
入

門
1

秋
集

中
○

○
主

に
医

療
職

の
方

々
向

け
の

授
業

内
容

で
す（

経
済

学
・

経
営

学
を

専
攻

す
る

院
生

向
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
）

医
療

に
ま

つ
わ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

、持
続

可
能

な
組

織
運

営
等

の
経

済
学

・
経

営
学

の
基

本
的

な
視

点
で

分
析

・
議

論
が

で
き

る

50
25

15
05

環
境

健
康

リ
ス

ク
論

2
春

～
冬

集
中

○
○

保
健

医
療

の
知

識
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
で

す
が

、必
須

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

リ
ス

ク
評

価
・

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
知

識
、慢

性
疾

患
と

リ
ス

ク
要

因
と

の
関

連
に

関
す

る
研

究
方

法
、疾

患
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

法
と

研
究

利
用

法
、

国
際

保
健

・
労

働
衛

生
・

精
神

衛
生

分
野

で
の

応
用

事
例

の
知

識
、対

策
立

案
の

基
礎

資
料

と
対

策
の

評
価

法

51
25

15
15

国
際

健
康

政
策

学
2

夏
集

中
○

○
20

人
以

内
人

間
を

守
る

社
会

の
仕

組
み

を
鳥

瞰
で

き
る

能
力

特
に

無
し

52
25

15
17

医
療

・
法

・
裁

判
Ⅱ

2
秋

集
中

○
○

医
療

に
関

す
る

裁
判

・
法

を
理

解
す

る
た

め
に

、医
療

に
関

す
る

新
聞

記
事

、判
決

文
等

を
読

み
ま

す
。

講
義

は
、ソ

ク
ラ

テ
ス

メ
ソ

ッ
ド

で
行

い
ま

す
。

法
律

家
の

考
え

方
が

わ
か

る
法

律
家

の
考

え
方

を
身

に
着

け
る

こ
と

が
で

き
る

新
聞

等
で

医
療

裁
判

等
の

記
事

を
読

み
、内

容
を

よ
り

よ
く

理
解

で
き

る

53
25

15
50

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

学
総

論
2

秋
～

冬
集

中
○

○
○

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

の
現

状
と

課
題

を
理

解
し

た
上

で
、我

が
国

の
保

健
医

療
の

過
去

・
現

在
・

未
来

を
国

際
的

な
視

点
で

考
え

る
15

回
の

講
義

で
す

。イ
ン

バ
ウ

ン
ド

・
ア

ウ
ト

バ
ウ

ン
ド

医
療

に
携

わ
る

方
に

も
、国

際
社

会
で

活
躍

さ
れ

た
い

と
思

う
方

に
も

、絶
好

の
導

入
コ

ー
ス

と
な

り
ま

す
。　

講
義

は
、現

在
日

本
で

得
ら

れ
る

最
高

の
講

師
に

よ
っ

て
全

部
英

語
で

な
さ

れ
ま

す
か

ら
タ

フ
で

す
が

、豊
富

な
国

際
経

験
を

有
す

る
阪

大
の

教
員

が
親

切
に

指
導

し
ま

す
の

で
振

る
っ

て
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。、

（
1）

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

の
概

要
を

述
べ

る
こ

と
が

出
来

る
　（

2）
我

が
国

の
保

健
医

療
の

特
性

と
課

題
を

理
解

し
、英

語
で

述
べ

る
こ

と
が

出
来

る
　（

3）
国

際
キ

ャ
リ

ア
を

含
め

、将
来

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
を

考
え

る
ス

キ
ル

を
得

る
こ

と
が

出
来

る

54
25

05
53

医
学

研
究

倫
理

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

特
論

B
1

冬
集

中
○

○
○

な
し

ヒ
ト

ゲ
ノ

ム
解

析
や

iP
S細

胞
を

用
い

た
最

先
端

の
医

学
・

医
療

は
急

速
に

発
展

し
て

き
て

お
り

、
社

会
と

調
和

の
取

れ
た

形
で

進
展

す
る

た
め

に
は

、医
学

倫
理

や
研

究
ガ

バ
ナ

ン
ス

に
対

す
る

取
り

組
み

が
重

要
に

な
り

ま
す

。こ
れ

ら
の

科
目

は
、そ

う
し

た
社

会
的

・
学

術
的

ニ
ー

ズ
を

背
景

に
、研

究
や

医
療

の
現

場
で

働
く

専
門

家
が

、医
学

倫
理

と
研

究
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
専

門
的

・
実

践
的

知
識

を
身

に
着

け
る

た
め

に
設

置
さ

れ
ま

し
た

。さ
ら

に
、医

学
倫

理
・

研
究

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

主
た

る
専

門
と

し
て

、将
来

、大
学

院
で

学
ぼ

う
と

考
え

て
い

る
人

々
が

、基
礎

知
識

を
取

得
し

、
自

ら
課

題
に

取
り

組
む

力
を

身
に

着
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

て
い

ま
す

。

も
の

ご
と

を
俯

瞰
的

に
見

る
力

課
題

を
発

見
す

る
力

自
ら

課
題

に
取

り
組

む
力

55
25

05
54

医
療

政
策

学
・

医
学

政
策

学
1

冬
集

中
○

○
な

し

56
25

02
72

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

演
習

医
学

系
研

究
科

医
科

学
専

攻
1

秋
～

冬
集

中
○

○
若

干
名

PE
T

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

の
応

用
領

域
で

あ
る

創
薬

の
過

程
、

特
に

臨
床

試
験

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ま
す

。放
射

線
管

理
区

域
内

で
行

う
の

で
放

射
線

従
事

者
登

録
が

必
要

と
な

り
ま

す
。1

月
下

旬
～

2
月

初
旬（

予
定

）

15



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

57
25

50
02

生
涯

保
健

学

医
学

系
研

究
科

保
健

学
専

攻

2
春

～
夏

月
・
2

○
10

名
程

度

58
25

51
26

が
ん

登
録

と
が

ん
予

防
2

春
～

夏
火
・
2

○
○

15
名

程
度

特
に

無
し

。た
だ

し
、が

ん
登

録
の

見
学

の
た

め
他

施
設

に
日

程
調

整
し

て
い

く
こ

と
が

あ
る

。

59
25

51
47

放
射

線
基

礎
物

理
学

2
春

～
夏

火
・
3

○
○

2
名

程
度

理
工

系
学

部（
研

究
科

）を
卒

業（
修

了
）し

て
い

る
こ

と
、ま

た
は

診
療

放
射

線
技

師
資

格
を

有
す

る
こ

と
。

60
25

51
48

放
射

線
診

断
物

理
学

2
春

～
夏

火
・
1

○
○

3
名

程
度

理
工

系
学

部（
研

究
科

）を
卒

業（
修

了
）し

て
い

る
こ

と
、ま

た
は

診
療

放
射

線
技

師
資

格
を

有
す

る
こ

と
。

61
25

52
50

治
療

物
理

学
2

春
～

夏
木
・
4

○
○

2
名

程
度

・
放

射
線

物
理

学
お

よ
び

放
射

線
計

測
学

の
基

礎
知

識
が

あ
る

こ
と

。
・

�理
工

系
学

部（
研

究
科

）を
卒

業（
修

了
）し

て
い

る
こ

と
、ま

た
は

診
療

放
射

線
技

師
資

格
を

有
す

る
こ

と
。

62
25

51
61

臨
床

腫
瘍

学
総

論
Ⅰ

1
春

～
夏

集
中

○
○

5
名

程
度

63
25

50
03

環
境

保
健

学
2

秋
～

冬
月
・
2

○
○

5
～

10
名

程
度

64
25

51
29

医
療

経
営

学
総

論
2

秋
～

冬
火
・
4

○
10

名
程

度

65
25

51
62

臨
床

腫
瘍

学
総

論
Ⅱ

1
秋

～
冬

集
中

○
○

5
名

程
度

66
25

51
67

放
射

線
基

礎
物

理
学

実
習

2
秋

～
冬

火
・
3

○
○

2
名

程
度

・
�理

工
系

学
部（

研
究

科
）を

卒
業（

修
了

）し
て

い
る

こ
と

、ま
た

は
診

療
放

射
線

技
師

資
格

を
有

す
る

こ
と

。
・

RI
登

録
し

て
お

く
こ

と
。

・
�「
放

射
線

基
礎

物
理

学
」、「

高
精

度
放

射
線

治
療

」
な

ど
実

習
以

外
の

医
学

物
理

基
礎

科
目

の
受

講
者

に
限

り
受

け
入

れ
可

67
25

51
81

中
医

看
護

学
1

秋
金

・
1-

2
○

○
10

名
以

内
講

義
の

中
に

は
実

習
、実

技
も

あ
り

ま
す

。ま
た

、患
者

個
人

情
報

を
出

す
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
の

で
、講

義
内

容
に

つ
い

て
守

秘
義

務
の

誓
約

書
を

書
い

て
戴

く
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。ま

た
、

当
然

な
が

ら
遵

守
戴

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。ご
承

知
戴

い
た

上
で

の
履

修
と

な
り

ま
す

。

68
25

51
53

高
精

度
外

部
放

射
線

治
療

実
習

4
春

～
冬

越
年

水
・

1-
3

○
○

2
名

程
度

・
�理

工
系

学
部（

研
究

科
）を

卒
業（

修
了

）し
て

い
る

こ
と

、ま
た

は
診

療
放

射
線

技
師

資
格

を
有

す
る

こ
と

。
・

RI
登

録
し

て
お

く
こ

と
。

・
�「
放

射
線

基
礎

物
理

学
」、「

高
精

度
放

射
線

治
療

」
な

ど
実

習
以

外
の

医
学

物
理

基
礎

科
目

の
受

講
者

に
限

り
受

け
入

れ
可

69
25

51
80

小
線

源
治

療
実

習
4

春
～

冬
越

年
水

・
4-

6
○

○
2
名

程
度

・
�理

工
系

学
部（

研
究

科
）を

卒
業（

修
了

）し
て

い
る

こ
と

、ま
た

は
診

療
放

射
線

技
師

資
格

を
有

す
る

こ
と

。
・

RI
登

録
し

て
お

く
こ

と
。

・
�「
放

射
線

基
礎

物
理

学
」、「

高
精

度
放

射
線

治
療

」
な

ど
実

習
以

外
の

医
学

物
理

基
礎

科
目

の
受

講
者

に
限

り
受

け
入

れ
可

70
27

11
82

衛
生

薬
学

特
別

講
義

薬
学

研
究

科

1
夏

集
中

○
5
名

程
度

71
27

11
63

ゲ
ノ

ム
医

療
評

価
統

計
学

特
論

1
春

集
中

○
○

10
名

程
度

数
理

統
計

学
に

関
す

る
講

義
を

履
修

し
て

い
る

こ
と

が
好

ま
し

い
。

機
械

学
習

を
含

む
Ad

va
nc

e
な

統
計

の
知

識
と

と
も

に
、臨

床
デ

ー
タ

、ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

へ
の

応
用

例
を

知
る

。

72
27

11
64

先
進

緩
和

医
療

薬
物

学
特

論
1

夏
集

中
○

○
10

名
程

度
医

師
、看

護
師

、薬
剤

師
の

臨
床

経
験

が
あ

る
こ

と
。

73
27

11
65

先
進

が
ん

薬
物

療
法

副
作

用
学

特
論

1
夏

集
中

○
○

10
名

程
度

医
師

、看
護

師
、薬

剤
師

の
臨

床
経

験
が

あ
る

こ
と

。

74
27

11
92

ヘ
ル

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2
春

～
夏

火
・
4

○
○

40
名

程
度

薬
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

含
め

て
ヘ

ル
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

、専
門

家
で

は
な

い
人

た
ち

に
適

切
な

情
報

を
伝

え
る

の
み

な
ら

ず
、相

手
が

何
を

ど
こ

ま
で

知
っ

て
い

る
の

か
を

対
話

や
観

察
を

通
し

て
、専

門
家

が
理

解
す

る
技

法
で

も
あ

り
ま

す
。そ

こ
で

は
、専

門
家

の
知

識
が

主
人

公
で

は
な

く
、わ

か
る

こ
と

／
わ

か
ら

な
い

こ
と

を
見

極
め

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

れ
る

こ
と

が
重

要
に

な
り

ま
す

。

75
27

11
62

ゲ
ノ

ム
医

療
体

内
動

態
解

析
学

特
論

1
秋

集
中

○
○

3
名

程
度

「
薬

剤
学

特
別

講
義

」を
履

修
し

て
い

る
こ

と
。

76
28

00
96

環
境

行
動

論

工
学

研
究

科

2
春

～
夏

月
・
4

○
○

数
名

程
度

77
28

03
67

地
球

総
合

工
学

特
論

2
春

～
夏

水
・
3

○
○

○
○

10
名

程
度

英
語

で
の

講
義

で
あ

る
。

78
28

04
53

燃
焼

工
学

2
春

～
夏

月
・
1

○
○

10
名

程
度
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

79
28

06
45

知
的

財
産

権

工
学

研
究

科

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
40

名
程

度

知
的

財
産

権
演

習
と

セ
ッ

ト
で

18
0

分
間

、グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

中
心

に
行

う
。で

き
る

限
り

知
的

財
産

権
演

習
と

セ
ッ

ト
で

受
講

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。高

度
な

工
学

の
専

門
知

識
が

な
く

て
も

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
の

で
、文

理
や

予
備

知
識

の
有

無
を

問
わ

ず
、幅

広
い

研
究

科
・

学
部

か
ら

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

情
報

収
集

能
力

、
ア

イ
デ

ア
着

想
能

力
、

提
案

を
伝

え
る

た
め

の
文

章
能

力
の

習
得

を
目

指
し

ま
す

。
知

的
財

産
を「

創
造

」、「
活

用
」、「

保
護

」の
す

べ
て

の
観

点
か

ら
理

解
し

、具
体

的
な

戦
略

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

能
力

育
成

し
ま

す
。

80
28

06
46

知
的

財
産

権
演

習
1

春
～

夏
月

・
4

○
○

40
名

程
度

知
的

財
産

権
と

セ
ッ

ト
で

受
講

す
る

こ
と

。演
習

の
み

の
受

講
は

認
め

ら
れ

な
い

。

情
報

収
集

能
力

、
ア

イ
デ

ア
着

想
能

力
、

提
案

を
伝

え
る

た
め

の
文

章
能

力
の

習
得

を
目

指
し

ま
す

。
知

的
財

産
を「

創
造

」、「
活

用
」、「

保
護

」の
す

べ
て

の
観

点
か

ら
理

解
し

、具
体

的
な

戦
略

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

能
力

育
成

し
ま

す
。

81
28

06
47

技
術

融
合

論
2

春
～

夏
金

・
2

○
○

10
名

程
度

学
部

卒
業

程
度

の
自

然
科

学
の

専
門

知
識

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

82
28

06
54

創
生

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2

春
～

夏
金

・
3

○
○

10
名

程
度

83
28

07
77

環
境

材
料

工
学

2
春

～
夏

月
・

2
○

○
数

名
程

度
金

属
系

工
業

材
料

の
各

種
環

境
に

お
け

る
信

頼
性

・
破

壊
に

関
す

る
講

義
を

行
う

。

84
28

08
44

産
業

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
2

春
～

夏
火

・
1

○
○

10
名

程
度

配
布

資
料

は
英

語
、講

義
は

一
部

英
語

で
行

う
。

85
28

08
45

共
生

都
市

環
境

論
2

春
～

夏
水

・
2

○
○

10
名

程
度

86
28

09
07

交
通

・
地

域
計

画
論

2
春

～
夏

火
・

4
○

○
3

名
程

度

87
28

09
68

地
域

施
設

整
備

論
2

春
～

夏
火

・
2

○
○

数
名

程
度

88
28

10
10

サ
ス

テ
イ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
評

価
・

技
術

論
2

春
～

夏
木

・
3

○

89
28

11
38

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
･要

素
論

2
春

～
夏

金
・

1
○

○
10

名
程

度
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
蓄

電
池

の
原

理
に

興
味

が
あ

る
学

生
向

け

90
28

11
80

建
築

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
2

春
～

夏
月

・
2

○
○

6
名

程
度

91
28

11
89

Fr
on

tie
rs

 o
f S

us
ta

in
ab

ili
ty

 
Sc

ie
nc

e
2

春
～

夏
集

中
○

○
10

名
程

度

92
28

12
60

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

論
2

春
～

夏
月

・
4

○
○

数
名

程
度

学
部

卒
業

程
度

の
工

学
の

専
門

知
識

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

93
28

06
13

工
学

英
語
Ⅱ

2
秋

～
冬

月
・

5
○

10
名

程
度

94
28

07
71

機
能

材
料

化
学

2
秋

～
冬

月
・

1
○

○
20

名
程

度

95
28

09
09

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
論

2
秋

～
冬

金
・

2
○

○
5

名
程

度

96
28

10
97

空
間

デ
ザ

イ
ン

手
法

論
2

秋
～

冬
金

・
2

○
○

10
名

程
度

学
部

卒
業

程
度

の
建

築
工

学
の

専
門

知
識

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

97
28

11
88

G
lo

ba
l T

hr
ea

ts
 a

nd
 

Su
st

ai
na

bi
lit

y
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

10
名

程
度

98
28

11
93

集
落

・
都

市
の

コ
ン

テ
ク

ス
チ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

2
秋

～
冬

火
・

5
○

○
○

○
20

名
程

度

99
28

12
51

量
子

計
測

学
2

秋
～

冬
火

・
3

○
○

20
名

程
度

10
0

28
12

53
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

実
践

2
春

～
冬

集
中

○
○

6
名

程
度

幾
つ

か
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
演

習
を

し
ま

す
。①

実
社

会
に

あ
る

課
題

解
決

を
す

る
。②

自
分

の
研

究
テ

ー
マ

を
見

つ
め

る
。③

技
術

シ
ー

ズ
の

実
用

化
の

た
め

の
要

件
や

ス
テ

ッ
プ

を
学

ぶ
。

自
分

の
研

究
テ

ー
マ

の
社

会
的

意
義

を
し

っ
か

り
認

識
し

人
に

説
明

で
き

る
。科

学
技

術
シ

ー
ズ

を
実

用
化

や
起

業
ま

で
繋

ぐ
た

め
に

必
要

な
要

件
や

ス
テ

ッ
プ

を
知

る
。

10
1

29
03

43
画

像
シ

ス
テ

ム
論

基
礎

工
学

研
究

科
2

春
～

夏
水

・
2

○
10

名
程

度
隔

年
で

Im
ag

in
g 

Sy
st

em
sと

し
て

英
語

開
講（

平
成

30
年

度
は

英
語

開
講

）

17



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

10
2

29
04

73
バ

イ
オ

エ
シ

ッ
ク

ス

基
礎

工
学

研
究

科

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
10

名
程

度
多

様
な

立
場

か
ら

生
体

工
学

に
関

わ
る

倫
理

に
つ

い
て

考
え

る
学

生
参

加
型

の
授

業

・
研

究
と

社
会

と
の

接
点

を
考

え
る

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

議
論

を
構

築
す

る
能

力
・

多
様

な
考

え
や

意
見

を
集

約
す

る
能

力

10
3

29
05

68
分

子
流

体
工

学
特

論
2

春
～

夏
火

・
2

○
20

名
程

度
分

子（
原

子
、

イ
オ

ン
、

電
子

を
含

む
）

の
運

動
か

ら
、

熱
流

体
力

学
、

輸
送

論
、

電
気

工
学

を
捉

え
る

数
理

物
理

の
講

義
・

物
理

と
数

学
を

結
び

つ
け

る
力

10
4

29
05

66
科

学
技

術
移

転
論

2
秋

～
冬

金
・

5
○

○
10

名
程

度
知

財
出

願
と

そ
の

後
の

対
応

方
法

、及
び

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

に
関

す
る

実
践

的
演

習
も

行
っ

て
い

ま
す

。配
慮

す
べ

き
研

究
体

制
の

組
み

方
ま

で
、研

究
者

の
視

点
と

知
財

専
門

家
に

よ
る

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
も

と
に

し
て

、受
講

者
の

方
々

と
考

え
て

い
き

ま
す

。
・

研
究

と
社

会
と

の
接

点
を

強
化

す
る

能
力

10
5

29
07

19
複

合
現

実
感

シ
ス

テ
ム

論
2

秋
～

冬
火

・
4

○
5

名
程

度
隔

年
で

M
ix

ed
　

Re
al

ity
　

Sy
st

em
sと

し
て

英
語

開
講（

平
成

30
年

度
は

英
語

開
講

）
受

講
の

た
め

に
は

、コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

基
礎

的
知

識
が

必
要

10
6

30
02

03
比

較
言

語
文

化
論

A

言
語

文
化

研
究

所
（

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
）

2
春

～
夏

水
・

2
○

○
5

名
程

度
文

系
・

理
系

問
わ

ず
、歓

迎
し

ま
す

。

10
7

30
02

33
公

共
文

化
形

成
論

 A
2

春
～

夏
水

・
4

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

10
8

30
02

37
現

代
超

域
文

化
論

 A
2

春
～

夏
金

・
4

○
○

○
5

名
程

度
植

民
地

主
義

や
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

文
化

と
の

関
係

に
注

目
し

ま
す

。普
遍

的
な

テ
ー

マ
で

す
の

で
、文

系
・

理
系

を
問

わ
ず

、さ
ま

ざ
ま

な
専

門
分

野
の

学
生

が
受

講
可

能
で

す
。

10
9

30
02

41
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
 A

2
春

～
夏

火
・

3
○

○
○

5
名

程
度

A
w

ar
en

es
s 

of
 t

he
 c

om
pl

ex
 im

pa
ct

 o
f 

id
ea

s 
ab

ou
t 

ge
nd

er
 o

n 
al

l a
sp

ec
ts

 o
f 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

 is
 a

 v
al

ua
bl

e 
as

se
t 

fo
r a

 re
se

ar
ch

 s
ci

en
tis

t, 
no

 m
at

te
r w

ha
t 

yo
ur

 fi
el

d 
of

 sp
ec

ia
liz

at
io

n.
 C

om
e 

w
ith

 a
n 

op
en

 m
in

d!

11
0

30
02

55
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
 A

2
春

～
夏

月
・

3
○

○
5

名
程

度
こ

と
ば

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
言

語
教

育
に

関
心

の
あ

る
方

の
積

極
的

な
参

加
を

期
待

し
ま

す
。

11
1

30
02

67
言

語
技

術
研

究
 A

2
春

～
夏

水
・

4
○

○
5

名
程

度
文

系
・

理
系

問
わ

ず
、歓

迎
し

ま
す

。

11
2

30
02

81
言

語
文

化
教

育
論

 A
2

春
～

夏
水

・
2

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

11
3

30
02

93
応

用
言

語
学

研
究

 A
2

春
～

夏
木

・
2

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

11
4

30
03

11
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

 A
2

春
～

夏
月

・
1

○
○

5
名

程
度

言
語

コ
ー

パ
ス

に
限

ら
ず

、調
査

デ
ー

タ
等

の
計

量
的

デ
ー

タ
を

扱
え

る
よ

う
に

な
る

た
め

の
情

報
処

理
技

術
を

、エ
ク

セ
ル

や
デ

ー
タ

解
析

環
境

R
な

ど
の

処
理

ツ
ー

ル
を

中
心

に
学

習
し

ま
す

。文
系

理
系

問
わ

ず
歓

迎
し

ま
す

。
数

理
的

思
考

能
力

11
5

30
03

15
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

 A
2

春
～

夏
水

・
4

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

11
6

30
03

25
認

知
言

語
学

研
究

A
2

春
～

夏
月

・
4

○
5

名
程

度
文

系
・

理
系

問
わ

ず
、歓

迎
し

ま
す

。

11
7

30
03

45
比

較
言

語
文

化
論

 A
2

春
～

夏
水

・
4

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

11
8

30
03

82
言

語
特

別
演

習
A（

英
語

）
2

春
～

夏
月

・
2

○
○

3
名

程
度

英
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

11
9

30
03

84
言

語
特

別
演

習
A（

フ
ラ

ン
ス

語
）

2
春

～
夏

火
・

4
○

○
3

名
程

度
フ

ラ
ン

ス
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

12
0

30
03

94
言

語
特

別
演

習
A （

ド
イ

ツ
語

）
2

春
～

夏
木

・
1

○
○

3
名

程
度

ド
イ

ツ
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

12
1

30
03

98
自

然
言

語
処

理
A

2
春

～
夏

火
・

3
○

○
5

名
程

度
自

然
言

語
処

理
の

技
術

は
も

は
や

理
工

学
系

の
分

野
に

と
ど

ま
ら

ず
幅

広
く

応
用

さ
れ

て
い

る
中

、異
分

野
の

学
生

の
参

加
を

大
歓

迎
し

ま
す

。ま
た

、統
計

的
手

法
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

事
前

知
識

は
な

く
て

も
参

加
が

で
き

ま
す

。

12
2

30
02

04
比

較
言

語
文

化
論

B
2

秋
～

冬
水

・
2

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

12
3

30
02

10
言

語
文

化
交

流
論

 B
2

秋
～

冬
月

・
5

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

12
4

30
02

34
公

共
文

化
形

成
論

 B
2

秋
～

冬
水

・
4

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

12
5

30
02

38
現

代
超

域
文

化
論

 B
2

秋
～

冬
金

・
4

○
○

○
5

名
程

度
植

民
地

主
義

や
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

文
化

と
の

関
係

に
注

目
し

ま
す

。普
遍

的
な

テ
ー

マ
で

す
の

で
、文

系
・

理
系

を
問

わ
ず

、さ
ま

ざ
ま

な
専

門
分

野
の

学
生

が
受

講
可

能
で

す
。

12
6

30
02

42
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
 B

2
秋

～
冬

火
・

3
○

○
○

5
名

程
度

A
w

ar
en

es
s 

of
 t

he
 c

om
pl

ex
 im

pa
ct

 o
f 

id
ea

s 
ab

ou
t 

ge
nd

er
 o

n 
al

l a
sp

ec
ts

 o
f 

la
ng

ua
ge

 a
nd

 c
ul

tu
re

 is
 a

 v
al

ua
bl

e 
as

se
t 

fo
r a

 re
se

ar
ch

 s
ci

en
tis

t, 
no

 m
at

te
r w

ha
t 

yo
ur

 fi
el

d 
of

 sp
ec

ia
liz

at
io

n.
 C

om
e 

w
ith

 a
n 

op
en

 m
in

d!
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

12
7

30
02

56
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
 B

言
語

文
化

研
究

所
（

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス
）

2
秋

～
冬

月
・

3
○

○
5

名
程

度
こ

と
ば

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
言

語
教

育
に

関
心

の
あ

る
方

の
積

極
的

な
参

加
を

期
待

し
ま

す
。

12
8

30
02

68
言

語
技

術
研

究
 B

2
秋

～
冬

水
・

4
○

○
5

名
程

度
文

系
・

理
系

問
わ

ず
、歓

迎
し

ま
す

。

12
9

30
02

82
言

語
文

化
教

育
論

 B
2

秋
～

冬
水

・
2

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

13
0

30
02

94
応

用
言

語
学

研
究

 B
2

秋
～

冬
木

・
2

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

13
1

30
03

12
コ

ー
パ

ス
言

語
学

研
究

 B
2

秋
～

冬
月

・
1

○
○

5
名

程
度

言
語

コ
ー

パ
ス

に
限

ら
ず

、調
査

デ
ー

タ
等

の
計

量
的

デ
ー

タ
の

特
色

を
ど

の
よ

う
に

表
現

す
る

か
を

、統
計

的
な

捉
え

方
を

ベ
ー

ス
に

、エ
ク

セ
ル

や
デ

ー
タ

解
析

環
境

R
な

ど
の

処
理

ツ
ー

ル
を

用
い

て
学

習
し

ま
す

。文
系

理
系

問
わ

ず
歓

迎
し

ま
す

。
数

理
的

思
考

能
力

13
2

30
03

26
認

知
言

語
学

研
究

B
2

秋
～

冬
月

・
4

○
5

名
程

度
文

系
・

理
系

問
わ

ず
、歓

迎
し

ま
す

。

13
3

30
03

46
比

較
言

語
文

化
論

B
2

秋
～

冬
水

・
4

○
○

5
名

程
度

文
系

・
理

系
問

わ
ず

、歓
迎

し
ま

す
。

13
4

30
03

83
言

語
特

別
演

習
B（

英
語

）
2

秋
～

冬
水

・
2

○
○

3
名

程
度

英
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

13
5

30
03

85
言

語
特

別
演

習
B（

フ
ラ

ン
ス

語
）

2
秋

～
冬

金
・

1
○

○
3

名
程

度
フ

ラ
ン

ス
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

13
6

30
03

95
言

語
特

別
演

習
B （

ド
イ

ツ
語

）
2

秋
～

冬
火

・
3

○
○

3
名

程
度

ド
イ

ツ
語

で
論

文
を

執
筆

し
た

り
、発

表
を

し
た

り
す

る
た

め
の

言
語

運
用

能
力

を
養

成
し

ま
す

。
外

国
語

運
用

能
力

13
7

30
03

99
自

然
言

語
処

理
B

2
秋

～
冬

火
・

3
○

○
5

名
程

度
統

計
的

手
法

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
事

前
知

識
は

前
期

で
学

習
し

た
程

度
の

知
識

が
必

要
で

す
が

、計
算

工
学

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
知

識
が

あ
れ

ば
、後

期
の

み
で

の
参

加
も

歓
迎

し
ま

す
。

13
8

30
54

11
ア

イ
ヌ

語
A

言
語

文
化

研
究

科
（

箕
面

キ
ャ

ン
パ

ス
）

2
夏

集
中

○
○

5
名

程
度

集
中

講
義

8/
7

～
8/

9
の

予
定

13
9

30
54

13
現

代
チ

ベ
ッ

ト
語

A
2

春
～

夏
水

・
4

○
○

5
名

程
度

14
0

30
54

15
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

A
2

春
～

夏
木

・
3

○
○

5
名

程
度

講
義

は
日

本
語

で
行

う
た

め
、相

応
の

日
本

語
力

が
必

要
で

あ
る

。「
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

A
」「

同
B」

通
し

て
の

受
講

が
の

ぞ
ま

し
い

。

14
1

30
54

23
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
語

A
2

春
～

夏
金

・
4

○
○

5
名

程
度

・
特

に
予

備
知

識
は

必
要

と
し

な
い

。
・

�使
用

す
る

映
像

資
料

は
英

語
も

し
く

は
現

地
語

と
英

語
字

幕
が

多
い

の
で

英
語

の
リ

ス
ニ

ン
グ

力
を

鍛
え

て
お

い
て

ほ
し

い
。

・
�聞

い
た

こ
と

の
な

い
言

語
を

た
く

さ
ん

取
り

扱
う

の
で

、
向

学
心

と
好

奇
心

の
強

い
人

の
履

修
を

期
待

す
る

。

14
2

30
54

25
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

語
A

2
春

～
夏

火
・

2
○

○
5

名
程

度
・

�サ
ン

ス
ク

リ
ッ

ト
語

B（
秋

～
冬

学
期

）
を

履
修

希
望

の
場

合
、

同
A（

当
科

目
）

か
ら

履
修

す
る

こ
と

を
強

く
勧

め
る

。
・

さ
ま

ざ
ま

な
専

攻
分

野
か

ら
の

参
加

を
歓

迎
し

ま
す

。

14
3

30
54

27
パ

ー
リ

語
A

2
春

～
夏

金
・

4
○

○
5

名
程

度

14
4

30
54

29
ベ

ン
ガ

ル
語

A
2

春
～

夏
木

・
3

○
○

5
名

程
度

・
�障

が
い

等
に

よ
り

本
講

義
の

受
講

に
際

し
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

場
合

は
、

言
語

文
化

研
究

科
・

外
国

語
学

部
箕

面
事

務
室

に
事

前
に

相
談

す
る

と
と

も
に

、初
回

授
業

等
、早

期
に

授
業

担
当

教
員

に
申

し
出

て
く

だ
さ

い
。

・
�教

科
書

な
ど

を
参

考
に

し
て

、
初

回
の

授
業

ま
で

に
バ

ン
グ

ラ
文

字
で

自
分

の
名

前
が

か
け

る
程

度
に

は
文

字
を

自
習

し
て

き
て

く
だ

さ
い

。

14
5

30
54

47
西

ア
フ

リ
カ

諸
語

A
2

春
～

夏
木

・
3

○
○

5
名

程
度

14
6

30
54

51
古

代
教

会
ス

ラ
ブ

語
A

2
春

～
夏

木
・

4
○

○
5

名
程

度

14
7

30
54

53
ウ

ク
ラ

イ
ナ

語
A

2
夏

集
中

○
○

5
名

程
度

集
中

講
義

8/
7

～
8/

9
の

予
定

14
8

30
54

55
ポ

ー
ラ

ン
ド

語
A

2
春

～
夏

火
・

5
○

○
5

名
程

度

14
9

30
54

57
リ

ト
ア

ニ
ア

語
A

2
夏

集
中

○
○

5
名

程
度

初
心

者
向

け
の

集
中

講
義

で
す

が
、そ

の
後

学
習

を
続

け
る

た
め

の
手

引
き

も
行

い
ま

す
。イ

ン
ド

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

語
族

の
諸

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
が

あ
れ

ば
、

リ
ト

ア
ニ

ア
語

の
理

解
に

役
立

つ
で

し
ょ

う
。（

集
中

講
義

8/
7

～
8/

9
の

予
定

）

15
0

30
54

59
エ

ス
ペ

ラ
ン

ト
語

A
2

春
～

夏
木

・
2

○
○

5
名

程
度

・
�障

が
い

等
に

よ
り

本
講

義
の

受
講

に
際

し
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

場
合

は
、

言
語

文
化

研
究

科
・

外
国

語
学

部
箕

面
事

務
室

に
事

前
に

相
談

す
る

と
と

も
に

、初
回

授
業

等
、早

期
に

授
業

担
当

教
員

に
申

し
出

て
く

だ
さ

い
。
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

15
1

30
54

61
ラ

テ
ン

語
A

言
語

文
化

研
究

科
（

箕
面

キ
ャ

ン
パ

ス
）

2
春

～
夏

金
・

5
○

○
5

名
程

度

15
2

30
54

14
現

代
チ

ベ
ッ

ト
語

B
2

秋
～

冬
水

・
4

○
○

5
名

程
度

本
講

義
で

は
チ

ベ
ッ

ト
文

字
を

使
用

す
る

た
め

、「
現

代
チ

ベ
ッ

ト
語

A
」と

合
わ

せ
て

履
修

す
る

か
、既

に「
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

」を
履

修
し

て
い

る
な

ど
、チ

ベ
ッ

ト
語

の
学

習
経

験
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

15
3

30
54

16
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

B
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

5
名

程
度

講
義

は
日

本
語

で
行

う
た

め
、相

応
の

日
本

語
力

が
必

要
で

あ
る

。「
古

典
チ

ベ
ッ

ト
語

A
」「

同
B」

通
し

て
の

受
講

が
の

ぞ
ま

し
い

。

15
4

30
54

24
オ

セ
ア

ニ
ア

諸
語

B
2

秋
～

冬
金

・
4

○
○

5
名

程
度

・
予

備
知

識
は

必
要

と
し

な
い

が
、向

学
心

の
高

い
学

生
が

望
ま

し
い

。
・

授
業

資
料

は
英

文
、和

文
の

両
方

を
利

用
す

る
、映

像
資

料
は

英
語

が
多

い
。

・
前

期
の

授
業

を
履

修
し

て
い

な
く

て
も

問
題

な
い

。

15
5

30
54

26
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

語
B

2
秋

～
冬

火
・

2
○

○
5

名
程

度
サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

語
A（

春
～

夏
学

期
）か

ら
履

修
す

る
こ

と
を

強
く

勧
め

る
。同

B（
当

科
目

）
だ

け
履

修
し

て
も

理
解

は
ほ

ぼ
不

可
能

で
す

。

15
6

30
54

28
パ

ー
リ

語
B

2
秋

～
冬

金
・

4
○

○
5

名
程

度

15
7

30
54

30
ベ

ン
ガ

ル
語

B
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

5
名

程
度

・
�障

が
い

等
に

よ
り

本
講

義
の

受
講

に
際

し
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

場
合

は
、

言
語

文
化

研
究

科
・

外
国

語
学

部
箕

面
事

務
室

に
事

前
に

相
談

す
る

と
と

も
に

、初
回

授
業

等
、早

期
に

授
業

担
当

教
員

に
申

し
出

て
く

だ
さ

い
。

・
� 後

期
か

ら
受

講
す

る
ひ

と
は

、前
期

で
あ

つ
か

っ
た

内
容

を
自

習
し

た
上

で
受

講
す

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。そ
の

さ
い

、基
本

字
母

は
完

全
に

習
得

し
た

う
え

で
受

講
す

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

15
8

30
54

48
西

ア
フ

リ
カ

諸
語

B
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

5
名

程
度

15
9

30
54

52
古

代
教

会
ス

ラ
ブ

語
B

2
秋

～
冬

木
・

4
○

○
5

名
程

度

16
0

30
54

54
ウ

ク
ラ

イ
ナ

語
B

2
冬

集
中

○
○

5
名

程
度

集
中

講
義

12
/2

6
～

12
/2

8
の

予
定

16
1

30
54

56
ポ

ー
ラ

ン
ド

語
B

2
秋

～
冬

火
・

5
○

○
5

名
程

度

16
2

30
54

58
リ

ト
ア

ニ
ア

語
B

2
冬

集
中

○
○

5
名

程
度

初
心

者
向

け
の

集
中

講
義

で
す

が
、そ

の
後

学
習

を
続

け
る

た
め

の
手

引
き

も
行

い
ま

す
。イ

ン
ド

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

語
族

の
諸

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
が

あ
れ

ば
、

リ
ト

ア
ニ

ア
語

の
理

解
に

役
立

つ
で

し
ょ

う
。（

集
中

講
義

12
/2

6
～

12
/2

8
の

予
定

）

16
3

30
54

60
エ

ス
ペ

ラ
ン

ト
語

B
2

秋
～

冬
月

・
3

○
○

5
名

程
度

16
4

30
54

62
ラ

テ
ン

語
B

2
秋

～
冬

金
・

5
○

○
5

名
程

度
「

ラ
テ

ン
語

A
」

の
受

講
者

あ
る

い
は

初
歩

的
知

識（
動

詞
・

直
説

法
、

名
詞

の
基

本
的

変
化

を
知

っ
て

い
る

レ
ベ

ル
）を

有
す

る
者

が
受

講
可

能
。

16
5

31
04

12
経

済
開

発
論

国
際

公
共

政
策

研
究

科

2
春

～
夏

月
・

2
○

16
6

31
09

30
特

殊
講

義（
国

際
貿

易
論

）
2

春
～

夏
火

・
4

○
○

5
名

程
度

修
士

課
程

・
博

士
前

期
課

程
の

学
生

対
象

16
7

31
09

83
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン
Ⅰ

）
2

春
～

夏
集

中
○

○
5

名
程

度

16
8

31
10

75
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ﾟデ

ザ
イ

ン
）

2
春

～
夏

火
・

3
○

○
5

名
程

度

16
9

31
11

27
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

実
践

グ
ロ

ー
バ

ル
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

）
2

春
～

夏
水

・
6

○
○

5
名

程
度

17
0

31
11

61
演

習（
平

和
研

究
）

2
春

～
夏

隔
週

月
・

4-
5

○
○

○
5

名
程

度

17
1

31
11

64
特

殊
講

義（
紛

争
研

究
概

論
）

2
春

～
夏

火
・

5
○

○
5

名
程

度

17
2

31
06

86
政

策
デ

ー
タ

分
析

法
2

夏
水

・
2

金
・

2
○

○

17
3

31
05

18
演

習（
総

合
安

全
保

障
）

2
秋

～
冬

隔
週

月
・

4-
5

○
○

5
名

程
度

17
4

31
09

53
特

殊
講

義
（

国
際

貿
易

政
策

）
2

秋
～

冬
木

・
4-

5
○

○
5

名
程

度
第

1・
2・

5
週

は
4

時
限

の
み

、第
3

週
は

除
く

、第
4

週
は

4・
5

時
限

17
5

31
09

84
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

ネ
ゴ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
集

中
○

○
5

名
程

度

20



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

17
6

31
11

67
演

習
（

核
兵

器
と

国
際

関
係

）

国
際

公
共

政
策

研
究

科

2
秋

～
冬

火
・

3
○

○
5

名
程

度
修

士
課

程
・

博
士

前
期

課
程

の
学

生
対

象

17
7

31
00

13
国

際
連

合
シ

ス
テ

ム
論

2
秋

～
冬

水
・

3
○

○
5

名
程

度

17
8

31
01

19
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
（

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
）

2
秋

～
冬

水
・

6
○

○
5

名
程

度

17
9

31
12

21
演

習
（

多
文

化
共

生
論

）
2

秋
～

冬
水

・
2

○
○

5
名

程
度

18
0

31
12

30
特

殊
研

究
（

多
文

化
共

生
論

）
2

秋
～

冬
水

・
2

○
○

5
名

程
度

修
士

課
程

・
博

士
前

期
課

程
、高

等
司

法
研

究
科

の
学

生
は

履
修

で
き

ま
せ

ん
。

18
1

31
14

44
特

殊
講

義
（

経
営

者
と

語
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
）

2
秋

～
冬

木
・

4
○

○
10

名
程

度

18
2

31
14

99
特

殊
講

義（
国

際
問

題
Ⅱ

）
2

秋
～

冬
隔

週
火

・
2-

3
○

○
日

本
外

交
の

課
題

を
学

び
つ

つ
、自

分
の

考
え

を
持

ち
、ク

ラ
ス

で
積

極
的

に
発

言
す

る
こ

と
特

に
ケ

ー
ス

・
ス

タ
デ

ィ
を

中
心

に
グ

ロ
ー

プ
討

論
を

行
う

予
定

。
D

o 
pa

rt
ic

ip
at

e 
in

 th
e 

cl
as

s d
isc

us
sio

n 
on

 v
ar

io
us

 c
as

e 
st

ud
ie

s.

日
本

外
交

と
国

際
問

題
に

つ
い

て
大

学
生

と
し

て
十

分
な

理
解

を
身

に
つ

け
る

こ
と

。
具

体
的

な
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
通

じ
て

日
本

外
交

の
理

解
を

さ
ら

に
深

め
ま

す
。

To
 c

om
pr

eh
en

d 
Ja

pa
ne

se
 d

ip
lo

m
ac

y 
th

ro
ug

h 
va

rio
us

 c
as

e 
st

ud
ie

s 
an

d 
de

ve
lo

p 
le

ad
er

sh
ip

 
sk

ill
s

18
3

33
12

22
情

報
数

理
学

概
論

情
報

科
学

研
究

科

2
春

～
夏

金
・

4
○

20
名

程
度

18
4

33
13

25
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

論
2

春
～

夏
水

・
4

○
○

20
名

程
度

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
前

提
と

す
る

。
・

授
業

は
英

語
で

行
う

。

18
5

33
17

24
バ

イ
オ

情
報

工
学

入
門

2
春

～
夏

火
・

5
○

○
30

名
程

度
・

講
義

資
料

は
英

語
と

す
る

。
生

命
現

象
の

解
析

と
そ

れ
に

基
づ

く
情

報
技

術
の

創
出

に
関

す
る

研
究

を
理

解
す

る
能

力

18
6

33
15

25
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
学

基
礎

論
2

秋
～

冬
水

・
4

○
15

名
程

度
・

一
般

に
開

放
す

る
が

、定
員

総
計

を
80

名
と

し
、情

報
科

学
研

究
科

学
生

を
優

先
す

る
。

・
�イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
経

験
が

あ
り

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

関
す

る
基

礎
知

識
が

あ
る

ほ
う

が
望

ま
し

い
。

18
7

33
14

26
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
創

成
工

学
基

礎
演

習
A

4
春

～
冬

水
・

5-
6

○
○

10
名

程
度

・
一

般
に

開
放

す
る

が
、情

報
科

学
研

究
科

学
生

受
講

生
を

超
え

な
い

人
数

を
受

け
入

れ
る

。
・

�イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
作

品
の

共
同

制
作

を
行

う
の

で
、企

画
、デ

ザ
イ

ン
、制

作
等

の
制

作
プ

ロ
セ

ス
が

分
担

で
き

る
分

野
の

基
礎

知
識

を
持

つ
こ

と
が

望
ま

し
い

。
・

�超
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

グ
ル

ー
プ

を
作

っ
て

協
同

し
て

作
業

す
る

能
力

18
8

32
00

01
基

礎
物

理
学
Ⅰ

生
命

機
能

研
究

科

2
春

集
中

○
○

10
名

程
度

18
9

32
00

15
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
-科

学
演

習
1

夏
集

中
○

○
10

名
程

度
可

能
な

限
り

、ノ
ー

ト
PC

を
持

参
し

て
い

た
だ

き
た

い
。ま

た
、L

ab
Vi

ew
評

価
版

を
あ

ら
か

じ
め

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

19
0

32
00

02
基

礎
物

理
学
Ⅱ

2
秋

～
冬

水
・

3
○

○
10

名
程

度

19
1

77
40

34
疫

学
統

計
学

1
連

合
小

児
発

達
学

研
究

科
1

春
木

・
5

○
○

5
名

程
度

・
修

士
課

程
・

博
士

前
期

課
程

、高
等

司
法

研
究

科
の

学
生

は
履

修
で

き
ま

せ
ん

。
・

浜
松

医
科

大
学

か
ら

TV
会

議
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
遠

隔
講

義
と

な
り

ま
す

。

19
2

77
40

35
疫

学
統

計
学

2
1

夏
木

・
5

○
○

5
名

程
度

・
修

士
課

程
・

博
士

前
期

課
程

、高
等

司
法

研
究

科
の

学
生

は
履

修
で

き
ま

せ
ん

。
・

浜
松

医
科

大
学

か
ら

TV
会

議
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
遠

隔
講

義
と

な
り

ま
す

。

19
3

3B
22

01
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
A

（
コ

ン
セ

プ
ト

編
）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

1
春

火
・

6
○

○
○

・
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

�社
会

課
題

の
発

見
・

解
決

方
法

に
関

心
が

あ
り

、チ
ー

ム
で

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

�本
講

義
後

に
は

、
科

目「
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ベ

ノ
ー

シ
ョ

ン
B」

、「
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ベ

ノ
ー

シ
ョ

ン
C

」の
履

修
を

お
す

す
め

し
ま

す
。

・
� 課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

19
4

3B
22

02

D
es

ig
n 

fo
r S

oc
ia

l I
nn

ov
at

io
n 

A
（

Ex
pl

or
in

g 
Co

nc
ep

ts
 a

nd
 

Ap
pr

oa
ch

es
）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】

1
春

火
・

5
○

○
○

* 
W

e 
ex

pe
ct

 a
nd

 w
el

co
m

e 
st

ud
en

ts
 fr

om
 v

ar
io

us
 fi

el
ds

, w
ho

 a
re

 in
te

re
st

ed
 in

 
di

sc
ov

er
in

g 
an

d 
so

lv
in

g 
so

ci
al

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
w

ho
 a

re
 m

ot
iv

at
ed

 t
o 

w
or

k 
on

 t
he

 
pr

oj
ec

t t
o 

so
lv

e 
th

e 
pr

ob
le

m
 w

ith
 th

e 
te

am
.

* 
Re

co
m

m
en

de
d 

to
 ta

ke
 c

ou
rs

es
 "D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n 
B"

 a
nd

 "C
."

* 
Le

ct
ur

e 
w

ill
 b

e 
gi

ve
n 

in
 E

ng
lis

h

・
� 課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

分
析

・
評

価
す

る
能

力
・

外
国

語
運

用
能

力

19
5

3B
22

03
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義

（
Fr

on
tie

r o
f S

us
ta

in
ab

ilit
y 

Sc
ie

nc
e）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】
2

春
～

夏
集

中
○

○
○

文
系

理
系

を
問

わ
ず

様
々

な
分

野
か

ら
の

受
講

生
を

期
待

し
ま

す
。授

業
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

は
英

語
で

行
い

ま
す

が
、日

本
語

で
も

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

・
問

題
認

識
力

・
課

題
設

定
力

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

19
6

3B
22

04
CO

デ
ザ

イ
ン

講
義

（
Fo

od
 se

cu
rit

y 
an

d 
su

st
ai

na
bi

lit
y）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】
2

春
～

夏
火

・
2

○
・

文
系

理
系

を
問

わ
ず

国
際

問
題

に
関

心
の

あ
る

様
々

な
分

野
の

学
生

の
受

講
を

期
待

し
ま

す
。

・
講

義
は

英
語

で
行

い
ま

す
が

、日
本

語
で

も
で

き
る

限
り

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

・
開

発
問

題
に

か
か

わ
る

俯
瞰

的
知

識
・

数
理

的
思

考
能

力（
統

計
ス

キ
ル

・
デ

ー
タ

処
理

）
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

技
能

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
英

語
運

用
能

力

21



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

19
7

3B
25

02
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
B

（
ツ

ー
ル

編
）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】

CO
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー

1
夏

火
・

6
○

○
○

・
文

系
理

系
を

問
わ

ず
様

々
な

分
野

の
学

生
の

受
講

を
期

待
し

ま
す

。
・

�社
会

課
題

の
発

見
・

解
決

方
法

に
関

心
が

あ
り

、チ
ー

ム
で

課
題

解
決

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
つ

学
生

を
歓

迎
し

ま
す

。
・

本
講

義
後

に
は

、科
目「

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ベ
ノ

ー
シ

ョ
ン

C
」の

履
修

を
お

す
す

め
し

ま
す

。

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

・
市

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

19
8

3B
25

03
D

es
ig

n 
fo

r S
oc

ia
l I

nn
ov

at
io

n 
B 

（
Ch

oo
sin

g 
To

ol
s a

nd
 M

et
ho

ds
）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】
1

夏
火

・
6

○
○

○

* 
W

e 
ex

pe
ct

 a
nd

 w
el

co
m

e 
st

ud
en

ts
 fr

om
 v

ar
io

us
 fi

el
ds

, w
ho

 a
re

 in
te

re
st

ed
 in

 
di

sc
ov

er
in

g 
an

d 
so

lv
in

g 
so

ci
al

 p
ro

bl
em

s 
an

d 
w

ho
 a

re
 m

ot
iv

at
ed

 t
o 

w
or

k 
on

 t
he

 
pr

oj
ec

t t
o 

so
lv

e 
th

e 
pr

ob
le

m
 w

ith
 th

e 
te

am
.

* 
Le

ct
ur

e 
w

ill
 b

e 
gi

ve
n 

in
 E

ng
lis

h

・
�課

題
の

発
見

と
解

決
に

向
け

て
計

画
的

に
取

り
組

む
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

・
異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
議

論
を

構
築

す
る

能
力

・
外

国
語

運
用

能
力

19
9

3B
25

06
シ

ス
テ

ム
思

考
【

CO
デ

ザ
イ

ン
科

目
】

1
春

～
夏

シ
ラ

バ
ス

参
照

○
○

ど
ん

な
に

複
雑

に
み

え
て

も
、何

か
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

状
況

は
常

に
存

在
し

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

で
も

、
途

方
に

暮
れ

る
こ

と
な

く
、

運
に

ま
か

せ
る

の
で

も
な

く
、

ロ
ジ

カ
ル

に
問

題
の

打
開

策
を

考
え

い
け

る
よ

う
な

思
考

法
を

学
び

ま
し

ょ
う

。

・
シ

ス
テ

ム
思

考
・

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

20
0

3B
26

01
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

（
人

口
減

少
が

引
き

起
こ

す
社

会
の

変
化

）
【

CO
デ

ザ
イ

ン
科

目
】

1
春

～
夏

シ
ラ

バ
ス

参
照

○
○

「
課

題
」は

た
い

て
い

簡
単

に
解

決
で

き
る

も
の

で
は

な
い

で
す

し
、解

決
し

た
と

思
っ

た
次

の
瞬

間
に

は
、形

を
か

え
て

別
の

課
題

と
な

っ
て

現
れ

る
こ

と
も

ま
ま

あ
り

ま
す

。安
易

な
課

題
解

決
に

す
が

ら
な

い
よ

う
な

、骨
太

の
思

考
を

身
に

着
け

ま
し

ょ
う

。

・
複

眼
的

思
考

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
批

判
的

思
考

・
論

理
的

思
考

20
1

3B
26

02
課

題
解

決
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

（
人

と
獣

が
共

生
可

能
な

地
域

づ
く

り
）

【
CO

デ
ザ

イ
ン

科
目

】
1

春
～

夏
シ

ラ
バ

ス
参

照
○

○

社
会

課
題

は
あ

ま
り

に
単

純
化

さ
れ

て
語

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

が
、解

決
に

至
る

た
め

に
は

、問
題

が
い

か
に

複
雑

で
あ

る
か

と
い

う
認

識
を

得
る

こ
と

、そ
し

て
そ

れ
を

多
く

の
関

係
者

が
共

有
す

る
こ

と
が

ス
タ

ー
ト

と
な

り
ま

す
。み

な
さ

ん
が

住
ん

で
い

る
地

域
や

、時
に

は
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

も
生

じ
て

い
る

問
題

を
例

と
し

て
、社

会
課

題
を

肌
で

感
じ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

・
多

角
的

視
点

の
獲

得
・

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
共

感
形

成
・

デ
ー

タ
の

裏
側

に
対

す
る

洞
察

・
対

立
構

造
の

キ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
抽

出
す

る
能

力

20
2

3B
21

02
CO

デ
ザ

イ
ン

演
習

（
当

事
者

と
の

対
話

）
【

CO
デ

ザ
イ

ン
科

目
】

2
冬

月
・

4-
5

○
対

話
術

A
と

B
を

受
講

し
て

い
る

こ
と

を
基

本
と

し
ま

す
が

、当
事

者
と

の
対

話
に

真
摯

に
取

り
組

み
た

い
方

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

・
�議

論
と

は
異

っ
た

、と
も

に
考

え
と

も
に

探
究

す
る

態
度

・
ケ

ア
的

・
共

感
的

に
考

え
る

20
3

3B
25

05
CO

デ
ザ

イ
ン

演
習

（
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
・

セ
ミ

ナ
ー

）
【

CO
デ

ザ
イ

ン
科

目
】

2
秋

～
冬

金
・

6
○

○
「

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

」と
は

特
別

な
他

者
の

こ
と

で
は

な
く

、誰
し

も
そ

こ
に

置
か

れ
う

る
社

会
的

境
遇

を
指

し
ま

す
。さ

ま
ざ

ま
な

分
野

や
関

心
を

も
つ

ひ
と

た
ち

と
と

も
に

、こ
う

い
う

課
題

を
考

え
た

い
、と

い
う

意
欲

の
あ

る
受

講
者

を
歓

迎
し

ま
す

。

・
�課

題
を

分
か

ち
あ

い
、と

も
に

変
革

に
向

か
う

た
め

の
基

本
姿

勢

20
4

3B
26

03

課
題

解
決

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
（

健
康

長
寿

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
み

）
【

CO
デ

ザ
イ

ン
科

目
】

1
秋

～
冬

シ
ラ

バ
ス

参
照

○
○

リ
ア

ル
な

国
際

課
題

に
対

し
て

履
修

生
同

士
で

共
同

し
な

が
ら

解
決

策
を

模
索

す
る

、模
擬

国
連

形
式

の
授

業
で

す
。特

に
交

渉
を

通
じ

て
人

を
動

か
す

力
は

、就
職

時
の

み
な

ら
ず

、日
常

生
活

に
お

い
て

も
身

に
付

け
て

お
く

と
役

立
ち

ま
す

。

・
調

査
研

究
リ

テ
ラ

シ
ー

・
交

渉
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

議
論

を
構

築
す

る
能

力
・

多
様

性
を

尊
重

し
な

が
ら

チ
ー

ム
で

活
動

す
る

能
力

20
5

9C
00

21
物

質
科

学
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論

a
未

来
戦

略
機

構
（

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

物
質

科
学

・
カ

デ
ッ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

2
春

～
夏

月
・

3-
4

○
○

5
名

4
月

～
6

月
の

3・
4

限
2

コ
マ

連
続

の
8

回
授

業
。

※
開

講
日

、履
修

手
続

き
に

つ
い

て
は

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

物
質

科
学

カ
デ

ッ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
室

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

20
6

9C
00

22
物

質
科

学
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

特
論

b
2

秋
～

冬
月

・
3-

4
○

○
5

名
10

月
～

12
月

の
3・

4
限

2
コ

マ
連

続
の

8
回

授
業

。

20
7

9D
00

06
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
基

礎
論
Ⅰ

未
来

戦
略

機
構

（
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ウ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

博
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

2
春

～
夏

金
・

6
（

注
）

○
○

○
若

干
名

履
修

を
希

望
す

る
方

は
初

回
授

業
で

担
当

教
員

に
許

可
を

得
て

く
だ

さ
い

。履
修

登
録

は
当

事
務

室
で

行
い

ま
す

。
（

注
）授

業
時

間
は

17
：

15
-1

8：
45

を
予

定
。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

�異
な

る
専

門
分

野
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

議
論

を
構

築
す

る
能

力

20
8

9E
00

23
メ

デ
ィ

ア
考

現
学

―「
い

ち
ょ

う
論

説
」づ

く
り

未
来

戦
略

機
構

（
未

来
共

生
イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

2
春

～
夏

水
・

2
○

○
10

名
程

度
豊

中
キ

ャ
ン

パ
ス

異
文

化
や

多
様

性
に

関
す

る
プ

レ
ゼ

ン
、文

章
執

筆
能

力
の

向
上

20
9

9E
00

49
メ

デ
ィ

ア
か

ら
見

る
未

来
社

会
2

秋
～

冬
木

・
3

○
○

10
名

程
度

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
異

文
化

や
多

様
性

を
め

ぐ
る

メ
デ

ィ
ア

へ
の

理
解

向
上

21
0

9A
00

25
ア

ー
ト

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
未

来
戦

略
機

構
（

超
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
博

士
課

程
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
1

夏
集

中
○

○
○

○
3

名
程

度

6
月

30
日（

土
）2

限
～

5
限

、7
月

1
日（

日
）2

限
～

5
限

で
行

う
予

定
で

す
。

一
学

期
間

を
か

け
て

、グ
ル

ー
プ

で
15

分
ほ

ど
の

演
劇

を
創

り
実

演
す

る
と

い
う

講
座

で
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
思

い
の

外
、時

間
が

か
か

り
ま

す
が

、専
攻

を
超

え
て

多
く

の
他

者
と

出
会

う
機

会
と

な
り

ま
す

。他
で

は
得

が
た

い
経

験
を

保
証

し
ま

す
。

※
�平

成
25

年
度

開
講

科
目「

ア
ー

ト
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」及
び

平
成

26
年

度
、平

成
27

年
度

開
講

科
目「

超
域

展
開

力
・

ア
ー

ト
／

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
」

の
単

位
を

修
得

し
て

い
る

場
合

は
、

原
則

本
科

目
を

履
修

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

・
人

生
の

不
条

理
と

向
き

合
う

力
。

・「
科

学
的

」「
論

理
的

」な
説

明
の

限
界

を
知

る
。

・
芸

術
や

感
性

に
つ

い
て

論
理

的
に

語
る

能
力

や
分

析
力

・
�異

な
る

文
化

的
な

背
景

を
持

っ
た

人
と

の
合

意
形

成
能

力
・

�現
実

社
会

で
私

た
ち

を
悩

ま
す

複
雑

な
問

題
を

、よ
り

明
晰

に
捕

ら
え

る
能

力

21
1

C5
03

02
製

品
開

発
：

ニ
ー

ズ
調

査
と

発
想

法
を

学
ぶ

全
学

教
育

推
進

機
構

（
共

創
機

構
産

学
共

創
本

部
）

2
春

～
夏

集
中

○
○

30
名

程
度

ガ
イ

ダ
ン

ス
以

外
は

、全
て

外
部

講
師

主
導

で
行

わ
れ

ま
す

。よ
っ

て
二

日
間

全
て

に
参

加
を

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
文

系
理

系
関

係
な

く
幅

広
い

分
野

・
年

齢
層

の
参

加
が

好
ま

し
い

た
め

チ
ー

ム（
学

外
で

も
問

題
あ

り
ま

せ
ん

）で
の

参
加

も
問

題
あ

り
ま

せ
ん

が
、そ

の
場

合
、配

布
資

料
等

々
準

備
物

が
あ

り
ま

す
の

で
、事

前
に

連
絡

く
だ

さ
い

。

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
た

議
論

す
る

力
・

課
題

発
見

能
力

21
2

C5
03

03
製

品
開

発
：

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
と

制
御

を
学

ぶ
2

春
～

夏
集

中
○

○
○

30
名

程
度

必
須

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、生
命

機
能

研
究

科「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

学
演

習
」の

受
講

も
オ

ス
ス

メ
し

ま
す

。こ
ち

ら
は

la
bv

ie
w

お
よ

び
画

像
処

理
の

基
礎

を
徹

底
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ス

キ
ル

21
3

C5
03

04
製

品
開

発
：

先
端

技
術

開
発

現
場

体
験

2
春

～
夏

集
中

○
○

15
名

程
度

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

。理
系

大
学

院
生

に
特

化
す

る
。

21
4

C5
03

07
製

品
開

発
：

商
品

ア
イ

デ
ア

を
練

る
2

春
～

夏
集

中
○

20
名

程
度

受
講

計
画

に
あ

り
ま

す「
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

学
ぶ

」は
、「

製
品

開
発

　
商

品
ア

イ
デ

ア
を

練
る

」
と

合
同

で
行

い
ま

す
。重

複
履

修
し

て
も

ら
っ

て
も

問
題

あ
り

ま
せ

ん
。

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
つ

い
て

は
、以

下
の

ペ
ー

ジ
も

参
照

く
だ

さ
い

：
ht

tp
s:/

/d
es

ig
nt

hi
nk

in
g.

or
.jp

/
※

�前
年

度
の

ア
イ

デ
ア

の
一

つ
が

実
際

に
商

品
化

へ
と

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。な
お

、出
た

ア
イ

デ
ア

が
商

品
化

さ
れ

た
場

合
は

、「
ネ

ー
ミ

ン
グ

ラ
イ

ツ
」が

受
講

生
に

は
認

め
ら

れ
ま

す
。

・
課

題
発

見
能

力
・

発
想

力

22



N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

21
5

C5
03

01
製

品
企

画
：

発
想

の
源

を
探

る

全
学

教
育

推
進

機
構

（
共

創
機

構
産

学
共

創
本

部
）

2
春

～
冬

集
中

○
20

名
程

度
文

理
問

い
ま

せ
ん

。吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
開

講
。定

員
超

過
時

は
選

抜
を

行
う

。
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ス
キ

ル
・

記
事

に
ま

と
め

る
な

ど
書

く
力

21
6

C5
03

05
製

品
評

価
：

測
る

こ
と

で
見

え
る

製
品

ア
イ

デ
ア

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
2

春
～

冬
集

中
○

○
○

20
名

程
度

受
講

計
画

に
あ

り
ま

す「
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

学
ぶ

」は
、「

製
品

開
発

　
商

品
ア

イ
デ

ア
を

練
る

」
と

合
同

で
行

い
ま

す
。重

複
履

修
し

て
も

ら
っ

て
も

問
題

あ
り

ま
せ

ん
。

端
財

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い

て
は

参
考

に
H

P
を

見
て

く
だ

さ
い

：
ht

tp
://

et
sa

w
.jp

/
デ

ザ
イ

ン
思

考
に

つ
い

て
は

、以
下

の
ペ

ー
ジ

も
参

照
く

だ
さ

い
：

ht
tp

s:/
/d

es
ig

nt
hi

nk
in

g.
or

.jp
/

・
課

題
発

見
能

力
・

発
想

力

21
7

C5
04

01
大

学
授

業
開

発
論
Ⅰ

全
学

教
育

推
進

機
構

2
春

～
夏

変
則

木
・

5-
6

○
30

名

将
来

大
学

教
員

を
目

指
す

大
学

院
生

の
皆

さ
ん

、教
育

力
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
十

分
で

す
か

？
今

、
大

学
の

現
場

で
は

、
研

究
力

は
も

ち
ろ

ん
、

教
育

力
が

必
要

で
す

。
教

え
る

仕
事

に
就

き
た

い
院

生
、研

究
科

を
越

え
て

交
流

し
た

い
院

生
に

お
勧

め
し

ま
す

。大
学

院
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
合

同
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
説

明
会

を
行

い
ま

す
。受

講
に

は
事

前
に

ウ
ェ

ブ
エ

ン
ト

リ
ー

が
必

要
で

す
の

で
、必

ず
ウ

ェ
ブ

シ
ラ

バ
ス

を
確

認
し

て
下

さ
い

。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
デ

ザ
イ

ン
力

・
効

果
的

に
教

え
る

能
力

・
学

び
を

支
援

す
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

間
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

21
8

C5
04

03
大

学
授

業
開

発
論
Ⅱ

2
春

～
夏

集
中

○
15

名

授
業

の
相

互
観

察
お

よ
び

自
己

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、教

授
法

に
関

す
る

新
た

な
見

方
を

得
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

の
修

了
生

で
、さ

ら
に

実
践

の
経

験
を

積
み

た
い

方
に

強
く

推
奨

し
ま

す
。受

講
条

件
は

、大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

が
履

修
済

み
で

あ
る

こ
と

、原
則

、
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
 9

0 
分

の
実

習
先

を
自

ら
確

保
で

き
る

こ
と

で
す

。

・
効

果
的

に
教

え
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

間
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

�リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

も
っ

て
積

極
的

に
行

動
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

21
9

C5
01

04
学

術
的

文
章

の
作

法
と

そ
の

指
導

2
秋

～
冬

木
・

3
○

○
○

20
名

程
度

他
の

書
き

手
を

助
け

る
観

点（
目

の
付

け
ど

こ
ろ

）や
技

法
を

身
に

つ
け

る
こ

と
は

、自
分

が「
自

立
し

た
書

き
手

」と
な

る
こ

と
に

つ
な

が
り

ま
す

。な
ぜ

な
ら

、自
分

の
文

章
を

あ
た

か
も

他
者

の
も

の
で

あ
る

か
の

よ
う

に
客

観
的

に
見

る
こ

と
が

で
き

な
け

れ
ば「

自
立

し
た

書
き

手
」と

は
言

え
な

い
か

ら
で

す
。こ

の
授

業
で

行
わ

れ
る

ピ
ア

ワ
ー

ク
で

他
の

書
き

手
の

改
善

を
助

け
る

こ
と

は
、「

自
立

し
た

書
き

手
」

と
な

る
た

め
の

重
要

な
訓

練
と

も
な

り
ま

す
。

ク
ラ

ス
の

他
の

受
講

者
へ

の
貢

献
が

自
己

の
成

長
に

つ
な

が
る

と
心

得
て

授
業

に
臨

ん
で

下
さ

い
。

・
�論

理
的

か
つ

説
得

力
に

富
む

学
術

的
文

章
を

作
成

す
る

た
め

の
技

能
・

�他
者

の
文

章
を

客
観

的
に

評
価

し
、そ

の
改

善
を

助
け

る
た

め
の

観
点

や
方

法
論

・
異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

22
0

C5
04

04
大

学
授

業
開

発
論
Ⅱ

2
秋

～
冬

集
中

○
15

名

授
業

の
相

互
観

察
お

よ
び

自
己

の
振

り
返

り
を

通
し

て
、教

授
法

に
関

す
る

新
た

な
見

方
を

得
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

の
修

了
生

で
、さ

ら
に

実
践

の
経

験
を

積
み

た
い

方
に

強
く

推
奨

し
ま

す
。受

講
条

件
は

、大
学

授
業

開
発

論
Ⅰ

が
履

修
済

み
で

あ
る

こ
と

、原
則

、
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
 9

1 
分

の
実

習
先

を
自

ら
確

保
で

き
る

こ
と

で
す

。

・
効

果
的

に
教

え
る

能
力

・
�異

な
る

専
門

分
野

間
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
チ

ー
ム

で
活

動
す

る
能

力
・

�リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

も
っ

て
積

極
的

に
行

動
す

る
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

22
1

C5
04

02
大

学
授

業
開

発
論
Ⅰ

2
秋

集
中

○
30

名

将
来

大
学

教
員

を
目

指
す

大
学

院
生

の
皆

さ
ん

、教
育

力
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
十

分
で

す
か

？
今

、
大

学
の

現
場

で
は

、
研

究
力

は
も

ち
ろ

ん
、

教
育

力
が

必
要

で
す

。
教

え
る

仕
事

に
就

き
た

い
院

生
、研

究
科

を
越

え
て

交
流

し
た

い
院

生
に

お
勧

め
し

ま
す

。大
学

院
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
合

同
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
説

明
会

を
行

い
ま

す
。受

講
に

は
事

前
に

ウ
ェ

ブ
エ

ン
ト

リ
ー

が
必

要
で

す
の

で
、必

ず
ウ

ェ
ブ

シ
ラ

バ
ス

を
確

認
し

て
下

さ
い

。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
デ

ザ
イ

ン
力

・
効

果
的

に
教

え
る

能
力

・
学

び
を

支
援

す
る

能
力

・
異

な
る

専
門

分
野

間
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

22
2

C5
04

05
大

学
授

業
開

発
論
Ⅲ

2
冬

集
中

○
20

名

就
職

前
の

段
階

か
ら

、大
学

教
員

の
複

雑
な

業
務

を
理

解
し

、具
体

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

を
描

く
こ

と
に

よ
っ

て
、現

実
的

な
キ

ャ
リ

ア
の

見
通

し
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

と
同

時
に

、自
ら

キ
ャ

リ
ア

を
開

発
し

て
い

け
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。受
講

条
件

は
、大

学
教

育
開

発
論
Ⅰ

を
履

修
し

て
い

る
こ

と
、集

中
講

義
の

3
日

間
全

て
の

日
程

に
参

加
で

き
る

こ
と

で
す

。当
日

は
、ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

を
持

参
し

て
下

さ
い

。

・
�異

な
る

専
門

分
野

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
学

問
の

社
会

的
責

任
を

果
た

す
能

力
・

�課
題

の
発

見
と

解
決

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

能
力

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
能

力

22
3

C5
04

06
現

代
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
特

論
2

秋
～

冬
集

中
○

○
20

名

こ
の

授
業

は
就

活
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
教

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

授
業

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。生

き
方

・
働

き
方

に
つ

い
て（

主
と

し
て

心
理

学
や

社
会

学
の

観
点

か
ら

）学
び

、大
学

院
で

の
学

び
方

を
身

に
付

け
て

も
ら

う
こ

と
が

目
的

で
す

。高
度

化
・

複
雑

化
・

多
様

化
・

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

現
代

社
会

を
生

き
抜

く
た

め
の

知
識

・
技

能
・

態
度

そ
し

て
人

脈
を

授
け

ま
す

！
主

体
的

・
積

極
的

に
参

加
し

て
く

だ
さ

い
！

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
に

掲
載

し
ま

す
。

・
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
力（

自
己

分
析

と
人

生
設

計
）

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力（
自

己
開

示
と

他
者

傾
聴

）
・

�プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力（

ポ
ス

タ
ー

発
表

と
口

頭
発

表
）

22
4

C5
05

01
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）A

全
学

教
育

推
進

機
構

（
国

際
教

育
交

流
セ

ン
タ

ー
）

2
春

～
夏

火
・

4
○

○
10

名
程

度
吹

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
。

大
学

生
活

で
必

要
と

な
る

論
理

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
日

本
語

運
用

能
力

、
お

よ
び

、
様

々
な

問
題

に
つ

い
て

複
数

の
立

場
や

視
点

か
ら

考
え

る
力

22
5

C5
05

03
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
）A

2
春

～
夏

水
・

4
○

○
10

名
程

度
吹

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
。日

本
語

の
漢

字
を

10
00

字
以

上
読

み
書

き
が

で
き

る
こ

と
を

受
講

の
条

件
と

し
ま

す
。

大
学

院
で

の
活

動
に

必
要

な
日

本
語

運
用

能
力

、特
に

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

な
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、聴
衆

の
前

で
論

理
的

に
わ

か
り

や
す

く
発

表
す

る
力

22
6

C5
05

05
上

級
専

門
日

本
語（

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）A

2
春

～
夏

月
・

5
○

○
10

名
程

度
吹

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
。日

本
語

の
漢

字
を

10
00

字
以

上
読

み
書

き
が

で
き

る
こ

と
を

受
講

の
条

件
と

し
ま

す
。

大
学

の
講

義
や

ゼ
ミ

・
研

究
会

な
ど

で
使

用
さ

れ
る

教
科

書
、

専
門

書
、

論
文

等
の

各
種

文
献

を
、

辞
書

等
を

用
い

て
自

力
で

読
む

力
。

22
7

C5
05

07
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

）A
2

春
～

夏
火

・
5

○
○

10
名

程
度

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

。日
本

語
の

漢
字

を
10

00
字

以
上

読
み

書
き

が
で

き
る

こ
と

を
受

講
の

条
件

と
し

ま
す

。

研
究

と
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

に
対

す
る

メ
タ

認
知

能
力

、お
よ

び
日

本
語

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
・

論
文

の
作

成
に

必
要

な
基

礎
的

な
文

章
力

22
8

C5
05

10
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
と

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

1
春

木
・

4
○

○
○

○
15

名
程

度
吹

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
。日

本
の

内
外

に
お

い
て

言
語

や
文

化
の

異
な

る
人

々
と

働
く

こ
と

に
興

味
の

あ
る

学
生

。留
学

生
の

場
合

は
日

本
語

の
漢

字
75

0
字

以
上

の
読

み
書

き
が

で
き

る
こ

と
を

受
講

の
条

件
と

し
ま

す
。

1）
日

本
の

就
職

シ
ス

テ
ム

お
よ

び
就

活
用

語
を

理
解

し
、

就
職

活
動

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

 2
）C

V（
履

歴
書

）、
ES（

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

）の
書

き
方

を
修

得
し

、就
職

活
動

を
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
さ

せ
る

。
 3

）
ビ

ジ
ネ

ス
関

連
の

語
彙

や
用

語
を

理
解

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

場
面

に
お

け
る

協
働

的
な

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
構

築
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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N
o.

時
間

割
コ

ー
ド

授
業

科
目

名
開

講
部

局
単

位 数
*開

講
学

期
曜

日 ・ 時
限

*キ
ー

ワ
ー

ド
履

修
の

人
数

制
限

科
目

選
択

の
た

め
の

参
考

情
報

春
夏

秋
冬

世
界

異
分

野
成

熟
タ

フ
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
／

留
意

事
項

等
身

に
付

く
能

力
・

技
能

22
9

C5
05

02
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）B

全
学

教
育

推
進

機
構

（
国

際
教

育
交

流
セ

ン
タ

ー
）

2
秋

～
冬

火
・

4
○

○
10

名
程

度
吹

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
。

大
学

生
活

で
必

要
と

な
る

論
理

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

の
日

本
語

運
用

能
力

、
お

よ
び

、
様

々
な

問
題

に
つ

い
て

複
数

の
立

場
や

視
点

か
ら

考
え

る
力

23
0

C5
05

06
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

）B
2

秋
～

冬
月

・
5

○
○

10
名

程
度

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

。日
本

語
の

漢
字

を
10

00
字

以
上

読
み

書
き

が
で

き
る

こ
と

を
受

講
の

条
件

と
し

ま
す

。

大
学

の
講

義
や

ゼ
ミ

・
研

究
会

な
ど

で
使

用
さ

れ
る

教
科

書
、

専
門

書
、

論
文

等
の

各
種

文
献

を
、

辞
書

等
を

用
い

て
自

力
で

読
む

力
。

23
1

C5
05

08
上

級
専

門
日

本
語

（
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

）B
2

秋
～

冬
火

・
5

○
○

10
名

程
度

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
で

開
講

。日
本

語
の

漢
字

を
10

00
字

以
上

読
み

書
き

が
で

き
る

こ
と

を
受

講
の

条
件

と
し

ま
す

。

研
究

と
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

に
対

す
る

メ
タ

認
知

能
力

、お
よ

び
日

本
語

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
・

論
文

の
作

成
に

必
要

な
基

礎
的

な
文

章
力

23
2

C5
06

02
産

業
科

学
特

論

全
学

教
育

推
進

機
構

（
産

業
科

学
研

究
所

）

2
秋

～
冬

金 4・
5

○
○

30
名

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
産

業
科

学
研

究
所

で
開

講
し

ま
す

。内
容

は
材

料
・

化
学

・
生

物
・

ナ
ノ

テ
ク

の
広

範
な

分
野

を
対

象
に

、基
礎

研
究

か
ら

ど
の

よ
う

に
企

業
と

の
共

同
研

究
へ

の
展

開
す

る
の

か
、あ

る
い

は
ど

う
や

っ
て

起
業

す
る

の
か

な
ど

に
つ

い
て

、産
業

科
学

研
究

所
の

教
員

の
事

例
か

ら
学

び
ま

す
。ま

た
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

産
学

連
携

や
技

術
管

理
に

関
す

る
講

演
か

ら
、先

端
研

究
と

そ
の

応
用

の
在

り
方

を
学

び
ま

す
。

産
学

連
携

や
起

業
の

成
功

事
例

を
学

ぶ
こ

と
で

、新
し

い
産

業
を

創
出

す
る

基
礎

研
究

か
ら

企
業

と
の

共
同

研
究

の
進

め
方

や
起

業
に

必
要

な
ス

キ
ル

や
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

を
学

び
、イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
イ

ン
ド

を
育

み
ま

す
。

23
3

C5
06

01
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
の

基
礎

と
実

践
2

夏
集

中
○

15
名

統
計

・
数

理
の

基
礎

か
ら

高
度

な
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
ま

で
、数

学
的

基
礎

知
識

に
乏

し
い

人
・

デ
ー

タ
解

析
経

験
の

な
い

人
か

ら
、一

通
り

統
計

解
析

の
知

識
を

身
に

着
け

て
い

る
人

ま
で

、理
系

か
ら

文
系

ま
で

全
研

究
科

の
大

学
院

生
を

幅
広

く
対

象
と

し
ま

す
。基

礎
知

識
か

ら
高

度
な

デ
ー

タ
解

析
の

た
め

の
知

識
、デ

ー
タ

解
析

シ
ス

テ
ム

を
使

い
こ

な
す

知
識

、実
際

社
会

デ
ー

タ
を

用
い

た
解

析
演

習
な

ど
、基

礎
か

ら
実

践
ま

で
を

学
び

ま
す

。

こ
の

講
義

を
受

講
す

る
こ

と
で

、デ
ー

タ
解

析
の

た
め

の
基

本
的

知
識

や
実

経
験

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

、さ
ら

に
実

社
会

の
業

務
や

研
究

で
必

要
と

さ
れ

る
デ

ー
タ

解
析

の
イ

メ
ー

ジ
や

そ
の

実
践

方
法

を
体

験
・

習
得

で
き

ま
す

。

23
4

C5
07

02
実

践
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
全

学
教

育
推

進
機

構
（

総
合

学
術

博
物

館
）

1
冬

留
意

事
項

参
照

○
○

5
名

程
度

●『
担

当
教

員
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
』

「
人

、も
の（

資
料

）、
情

報（
展

示
）」

が
絶

え
ず

行
き

交
う「

博
物

館
」と

い
う

現
場

性
を

重
視

し
、

実
習

的
要

素
を

加
味

し
た

体
験

型
授

業
で

す
。文

系
理

系
を

問
わ

ず
、博

物
館

に
関

心
を

持
っ

て
い

る
様

々
な

学
生

の
受

講
を

歓
迎

し
ま

す
。

●『
留

意
事

項
』

開
講

日
・

時
限

・
場

所
に

つ
い

て
は

、K
O

AN
で

別
途

お
知

ら
せ

し
ま

す
。ま

た
、授

業
の

一
環

と
し

て
、土

曜
日

の
午

後
に

実
施

し
て

い
る

博
物

館
の「

サ
イ

エ
ン

ス
カ

フ
ェ

」を
聴

講
し

て
も

ら
い

ま
す

。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

能
・

�異
な

る
専

門
分

野
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

市
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

23
5

C5
08

01
放

射
光

構
造

生
物

学
特

論
A

全
学

教
育

推
進

機
構

（
蛋

白
質

研
究

所
）

2
秋

～
冬

シ
ラ

バ
ス

参
照

○
10

名
大

学
教

養
課

程
程

度
の

物
理

化
学

・
生

物
科

学
に

関
す

る
知

識
を

も
っ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。専
門

の
異

な
る

大
学

院
生

で
も

、基
礎

生
命

科
学

や
疾

患
・

創
薬

な
ど

に
興

味
の

あ
る

場
合

は
、受

講
を

認
め

る
。

X
線

構
造

解
析

の
装

置
と

原
理

に
つ

い
て

理
解

で
き

ま
す

。

23
6

C5
08

03
蛋

白
質

高
次

機
能

特
論

A
2

春
～

夏
シ

ラ
バ

ス
参

照
○

10
名

ゲ
ノ

ム
生

物
学

、発
生

生
物

学
の

最
新

の
知

見
を

扱
う

の
で

、そ
れ

を
理

解
す

る
た

め
の

、大
学

学
部

で
取

り
扱

う
、分

子
生

物
学

、生
化

学
、タ

ン
パ

ク
質

科
学

な
ど

の
基

礎
的

な
知

識
を

有
し

て
い

る
こ

と
を

必
須

と
す

る
。

た
だ

し
、C

50
80

8
蛋

白
質

解
析

先
端

研
究

特
論

A（
英

語
コ

ー
ス

）と
の

重
複

受
講

は
認

め
な

い
。

ゲ
ノ

ム
生

物
学

、発
生

生
物

学
を

タ
ン

パ
ク

質
と

い
う

視
点

か
ら

最
新

の
知

見
を

提
供

す
る

た
め

、関
連

分
野

の
基

礎
知

識
の

み
な

ら
ず

、ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

に
お

け
る

当
該

分
野

の
課

題
や

そ
の

思
考

方
法

に
関

し
て

習
得

で
き

る
。場

合
に

よ
っ

て
は

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

の
講

義
を

行
う

た
め

、英
語

で
関

連
分

野
を

理
解

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

23
7

C5
08

06
高

磁
場

N
M

R
構

造
解

析
特

論
B

2
春

～
冬

シ
ラ

バ
ス

参
照

○
○

10
名

大
学

教
養

課
程

程
度

の
物

理
化

学
・

生
物

科
学

に
関

す
る

知
識

を
も

っ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。専

門
の

異
な

る
大

学
院

生
で

も
、基

礎
生

命
科

学
や

疾
患

・
創

薬
な

ど
に

興
味

の
あ

る
場

合
は

、受
講

を
認

め
る

。
実

習
を

伴
う

た
め

、学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

に
加

入
し

て
お

く
こ

と
。

分
子

構
造

解
析

N
M

R
分

光
法

に
つ

い
て

原
理

を
理

解
し

て
実

験
法

を
習

得
で

き
る

.

23
8

C5
08

08
蛋

白
質

解
析

先
端

研
究

特
論

A
2

春
～

冬
シ

ラ
バ

ス
参

照
○

○
10

名

大
学

教
養

課
程

程
度

の
物

理
化

学
・

生
物

科
学

に
関

す
る

知
識

を
も

っ
て

い
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。専

門
の

異
な

る
大

学
院

生
で

も
、基

礎
生

命
科

学
や

疾
患

・
創

薬
な

ど
に

興
味

の
あ

る
場

合
は

、
受

講
を

認
め

る
。

た
だ

し
、C

50
80

3
蛋

白
質

高
次

機
能

特
論

A
と

の
重

複
受

講
は

認
め

な
い

。
●

 T
hi

s 
co

ur
se

 is
 f

or
 s

tu
de

nt
s 

w
ho

 a
re

 w
ill

in
g 

to
 le

ar
n 

th
e 

co
ur

se
 f

or
 p

ro
te

in
 

st
ru

ct
ur

es
/f

un
ct

io
ns

 in
 E

ng
lis

h 
si

nc
e 

al
l l

ec
tu

re
 w

ill
 b

e 
pr

ov
id

ed
 in

 E
ng

lis
h 

by
 

fo
re

in
g 

gu
es

t s
ci

en
tis

ts
.

外
国

人
講

師
に

よ
る

世
界

の
最

先
端

研
究

を
英

語
で

聞
く

こ
と

が
出

来
、

さ
ま

ざ
ま

な
モ

ノ
の

見
方

、
問

題
解

決
能

力
が

身
に

つ
く

。
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Q．「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」を開始するのに、科目の履修登録の他に、何らか
の申請はいらないのですか。

A．一覧に掲載されている科目をKOAN で履修登録することのみが必要です。

Q．「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目を取ると、卒業・修了要件科目になるのでしょ
うか。

A．知のジムナスティックス科目の多くは、他学部・研究科の科目です。修得した単位が卒業・修了要件
単位として認められるかどうかは、その科目により、また、所属する学部・研究科により違いますの
で、所属の教務担当係で確認してください。

Q．「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」提供科目のシラバスに記載されている履修条件を
見ると、専門知識をもっている者が望ましい、という科目があるのですが、専門外の学生が履修して
もいいのでしょうか。

A．基本的には、「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」提供科目＝他の学部・研究科の学生
が履修することが許容されている科目であり、履修の拒否はないと考えられますが、例えば、ある医
学系の授業については、ある程度医学の基礎知識を持っている薬学系や歯学系の学生が履修するよう
なことを想定しているなど、どの程度の専門知識が前提となるかは授業により異なります。一回目の
授業に出る、担当教員に質問するなどの手段により、履修できそうか確認してみてください。

Q．自分が所属する学部・研究科の履修登録期間なのに、履修登録できない科目があるのですが。

A．登録できない場合は、学部・研究科等の教務担当係にお問い合わせください。
（自分が所属する学部・研究科の履修登録期間であっても、受講を希望する科目の開講学部・研究科
等の履修登録期間でないときは、登録ができません。）

Q．「3 年次以上の学部学生」及び「大学院学生」対象科目欄に掲載の全学教育推進機構の科目（学部共
通教育科目）を大学院生が履修できないことがあるようなのですが。

A．全学教育推進機構の科目のうち、学部向けの共通教育科目は、定員を定め、事前に抽選を行っている
ことがあります。また、原則は学部学生のために開講されている科目であるため、学部学生が優先さ
れるという性格があります。
一部抽選科目の場合、抽選の段階では大学院学生は参加できず、「抽選後の追加登録時」に、定員に
空きがあった場合に登録が可能となる形になっています。
※�このほか、情報処理教育科目、基礎セミナーについては、履修登録方法が異なります。詳細は全学
教育推進機構のホームページ等を確認してください。

Q．過去に修得した科目の単位について、「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目として
認められるのでしょうか。

A．修得した年度に「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」科目として提供されている場合
は認められます。

よくある質問とその回答
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知のジムナスティックス
（高度教養プログラム）

他の専門分野の科目及び共通的に学ぶべ
き科目を履修することにより、社会人として
必要なつよさ・しなやかさ・バランス感覚
を兼ね備えた知性を養うプログラム。

大阪大学

̶ 3年次以上の学部学生及び大学院学生対象 ̶

（高度教養プログラム）
知のジムナスティックス

大阪大学 全学教育推進機構等事務部 横断教育係
〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町 1-16
TEL： 06-6850-6652

平成30 年度

Email：zenkyo-odankyoiku@office.osaka-u.ac.jp


